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P L U S

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

の
と
ち
ょ
う

　
 　

　
　

と　
　

    

の
ト
ビ
ラ

歴
史    

文
化

そ の 壱　

今
年
は
「
元げ

ん
ご
う号
」（
年
号
）
が
変
更
さ

れ
る
「
改
元
」
と
い
う
大
き
な
節
目
に
あ

た
り
ま
す
。
も
と
も
と
「
元
号
」
と
い
う

シ
ス
テ
ム
は
中
国
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、

日
本
で
は
6
４
５
年
の「
大た
い
か化
」か
ら「
平

成
」
ま
で
2
４
７
種
類
の
年
号
が
使
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

■ 

江
戸
時
代
の
改か

い
げ
ん元

　

で
は
、
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
新
聞
も
な

い
時
代
、
一
般
の
人
々
は
い
つ
頃
、
ど
の

よ
う
に
し
て「
改
元
」を
知
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

江
戸
時
代
を
例
に
す
る
と
、
能
登
町
指

定
文
化
財
の
「
鬼き
ぼ
ち
ょ
う

簿
帳
」
に
「
元げ

ん
ぶ
ん文
」
か

ら
「
寛か
ん
ぽ
う保
」
へ
改
元
（
１
７
４
１
年
）
が

行
わ
れ
た
と
き
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
３
月
20
日
に
鳳ふ
げ
し至

郡
内
へ
改
元
に
つ
い
て
の
案
内
が
あ
り
、

別
に
お
寺
の
関
係
者
へ
は
4
月
5
日
に
お

知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。実
際
、

改
元
が
行
わ
れ
た
の
は
２
月
27
日
な
の

で
、
世
間
に
情
報
が
浸
透
す
る
ま
で
1
ヵ

月
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　　鬼簿帳（きぼちょう）   江戸時代の承応 2 年（1653）から弘化 4 年（1847）まで能登町神和住の

真念寺歴代住職により書き継がれた法号帳。年毎の気象、政治、経済、社会情勢などの情報が記されている。

　

問
町
教
育
委
員
会
事
務
局

☎
（
72
）
2
５
０
９

（真脇遺跡公園・3 月 9 日撮影）

思い出ずっと。高倉保育所

第４回  ぶらり酒蔵めぐりin 能登町
ぐるっと周遊♪町内酒蔵が合同蔵開き！ 今回のテーマは「烏

い か

賊と限定酒」

問ぶらり酒蔵めぐり実行員会事務局 ( ふるさと振興課内 ) ☎ 62-8532
※周遊バス時刻表など、内容の詳細は広報のと 6 月号に掲載予定です！

　町内にある数馬酒造、鶴野酒造店、

松波酒造の３つの酒蔵で、年に１度

の合同蔵開き！　酒造りの伝統文化

に親しんでいただけるひと時です。

　もちろん、お子様やお酒が苦手な

方でも楽しむことができるコンテンツ

も。この機会にお気軽にお越しくだ

さい。

事前

告知 !!

6月8日㊏
11:00 ～

16:00

◀最新情報はこちら
Facebook イ ベ ン ト

ページで更新中



「第 2 の園庭」真脇遺跡公園をお散歩

楽しい笑い声
が響きわたる

春

昭
和
33
年
4
月
設
置
さ
れ
た
高
倉

保
育
所
。
3
月
26
日
、
修
了
式
・

閉
所
式
が
行
わ
れ
、
平
成
の
時
代
と
共

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
の
園
児
の
減
少
で
基
準
を

下
回
っ
た
こ
と
か
ら
閉
所
し
ま
す
。
卒

園
者
は
今
回
の
修
了
者
4
人
を
加
え

１
３
７
０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

高
倉
保
育
所
の
浅
井
節
子
所
長
は
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
「
支
援
や
ご
協
力

に
感
謝
で
す
。
地
域
の
方
と
の
距
離
が

と
て
も
近
い
保
育
所
」
と
話
し
ま
す
。

保
育
所
活
動
へ
の
理
解
が
あ
り
、
季
節

の
イ
ベ
ン
ト
や
避
難
訓
練
な
ど
に
も
住

民
ら
が
積
極
的
に
加
わ
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
元
気
あ
ふ
れ
る
園
児
の
存
在

は
地
域
住
民
に
と
っ
て
も
大
切
な
も

の
。
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
園
庭
で
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
姿
も

た
び
た
び
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
会
い
と
始
ま
り
の
4
月
を
「
楽
し

み
」
と
話
し
笑
顔
を
見
せ
た
子
ど
も
た

ち
。新
た
な
時
代
へ
の
希
望
を
胸
に〝
一

歩
〟
踏
み
出
し
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
―

旅
立
ち
の　

昭和 33 年に設立された高倉保育所（～昭和 49 年）

　

中
央
大
学
の
谷
下
雅
義
教
授
の
ゼ
ミ
で

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
エ
コ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
研
究
す
る
学
生
４
人
が
2
月
24

日
、
岩
井
戸
公
民
館
で
か
か
し
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

か
か
し
作
り
は
能
登
で
年
３
回
行
わ
れ

て
い
る
実
習
の
一
つ
。
学
生
ら
は
地
域
の

住
民
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
竹
や

大
き
く
は
た
め
く

友
情
の
旗

　

小
木
地
区
で
5
月
に
開
催
さ

れ
る
祭
礼
「
と
も
旗
祭
り
」
に

向
け
、
小
木
中
学
校
の
２
年
生

は
１
月
か
ら
小
木
地
区
町
民
研

修
セ
ン
タ
ー
で
と
も
旗
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

2
月
21
日
は
、
学
校
間
で
交

流
を
行
っ
て
い
る
柳
田
中
学
校

の
２
年
生
も
参
加
し
、
と
も
旗

作
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
金
銀
の
色
紙
を
三

角
形
に
切
っ
た
「
べ
た
金
」
を

長
さ
20
㍍
、
幅
２
・
６
㍍
の
旗

に
書
か
れ
た
文
字
「
航
灯
輝
里

海
」
に
貼
っ
て
い
く
作
業
を
体

験
。
下
浜
第
二
・
第
四
の
青
壮

年
団
「
浜
風
会
」
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
両
校

の
生
徒
は
協
力
し
て
作
業
を
進

め
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

03_NOTO＋2019.04

べた金を一枚一枚丁寧に貼り付ける

たくさんの生徒が乗れる大きな旗

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
能
登
で

奮
闘 

か
か
し
作
り

段
ボ
ー
ル
、
布
な
ど
を
加
工
し
、
3
時
間

ほ
ど
か
け
坂
本
龍
馬
な
ど
の
か
か
し
3
体

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

初
め
て
能
登
を
訪
れ
た
山
本
大
智
さ
ん

は
、「
見
る
景
色
や
住
民
の
話
し
な
ど
、

す
べ
て
が
新
鮮
。
体
験
を
通
し
、
こ
の
地

域
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考

え
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

完成！坂本龍馬

地域の方から
教わりながら
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　06 　04 

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
案
を
は
じ
め
、

私
の
所
信
の
一
端
と
主
要
施
策
等
の
概
要
を

申
し
上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

４
月
30
日
、
天
皇
陛
下
が
ご
退
位
さ
れ
、

皇
太
子
殿
下
が
翌
５
月
１
日
に
ご
即
位
さ
れ

ま
す
。
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
即

位
後
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
日
本
国
及
び

日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
、
皇
后
陛
下

と
ご
一
緒
に
全
国
各
地
の
ご
公
務
に
務
め
ら

れ
、
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
す

る
た
び
に
被
災
地
を
ご
訪
問
に
な
る
な
ど
、

常
に
国
民
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
ら
れ
、
国

民
に
寄
り
添
わ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
16
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
ご

臨
席
さ
れ
、
併
せ
て
地
方
事
情
ご
視
察
の
際

に
当
町
に
も
、
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
縄

文
真
脇
遺
跡
や
石
川
県
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

を
ご
訪
問
さ
れ
、
集
ま
っ
た
町
民
に
や
さ
し

い
お
言
葉
と
あ
た
た
か
い
笑
顔
で
ご
対
応
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
内
で
は
様
々
な
「
御
在
位
30
年

慶
祝
行
事
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
と
皇
太
子
さ
ま
の

ご
即
位
が
国
民
の
皆
様
の
祝
福
の
中
で
、
つ

つ
が
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
改
め
て
合
併
後
の
「
平
成
」
を

振
り
返
り
ま
す

　

・
平
成
17
年　
「
能
登
海
洋
深
層
水
施
設
」

が
オ
ー
プ
ン

　

・
平
成
18
年　
「
小
木
と
も
旗
祭
り
」
が

県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　

・
平
成
19
年　

能
登
半
島
地
震
が
発
生
し

当
町
も
震
度
５
弱
を
観
測

　

・
平
成
20
年　

鵜
川
の｢

い
ど
り
祭
り｣

が
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

　

・
平
成
21
年　

能
登
高
校
が
開
校
し
「
能

登
高
校
を
応
援
す
る
会
」
が
設
立
。｢

奥
能

登
の
あ
え
の
こ
と｣

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録

　
・
平
成
22
年　

宇
出
津
港
い
や
さ
か
広
場
、

北
河
内
ダ
ム
が
完
成

　

・
平
成
23
年　

能
登
町
音
頭
が
完
成

　

・
平
成
24
年　

千
葉
県
流
山
市
、
宮
崎
県

小
林
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結

　

・
平
成
25
年　

皇
太
子
さ
ま
が
「
第
16
回

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
い
し
か

わ
」
に
ご
臨
席
の
際
、
春
蘭
の
里
を
視
察

　

・
平
成
26
年　

能
登
町
観
光
・
地
域
交
流

平
成
31
年
度

施
政
方
針

　

能
登
町
第
二
次
総
合
計
画
４
年
目
と
な
る
平
成
31
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
3
月
定
例
会
議
で

持
木
町
長
が
述
べ
た
、
施
政
方
針
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
「
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
」
が
完
成

　

・
平
成
27
年　
「
灯
り
舞
う
半
島 

能
登
～

熱
狂
の
キ
リ
コ
祭
り
～
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

　

・
平
成
28
年　

旧
宇
出
津
公
民
館
に
「
ま

ち
な
か
鳳
雛
塾
」
が
開
塾

　

・
平
成
29
年　

宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保

持
施
設
、
水
産
物
加
工
処
理
施
設
が
完
成

　

・
平
成
30
年　

主
要
地
方
道
能
都
内
浦
線

の
真
脇
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
。｢

能
登
の
ア
マ

メ
ハ
ギ｣

が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に

登
録

　

能
登
町
が
誕
生
し
て
14
年
間
、
主
な
も
の

を
掻
い
摘
ん
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の

他
に
も
本
当
に
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
、
そ

の
都
度
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
温
か
い

ご
指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
政
運
営
に
関
し
ま
し
て
、
平
成
18
年
度

か
ら
10
年
間
の「
第
一
次
能
登
町
総
合
計
画
」

で
は
、「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

「
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
「
第
二
次
能
登
町

総
合
計
画
」
で
は
、「
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域

を
つ
な
ぎ
、
未
来
へ
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
目
標
と
し
て
、
住
民
が
自
信
と
誇
り

を
持
て
る
町
づ
く
り
と
未
来
の
能
登
町
を
支

え
る
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
に
対
し
て
は
、平
成
27
年
10
月
に「
能

登
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
能
登
町
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
特
に
官
民
連
携
で
組
織
し
た

「
能
登
町
定
住
促
進
協
議
会
」が
中
心
と
な
っ

て
、移
住
定
住
の
受
入
体
制
を
整
え
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
に
82
世
帯
１
３
６
人
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
の
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
引
き
続
き
移
住
定
住
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
は
、
平
成
31
年
度
に

「
新
統
合
庁
舎
」「
柳
田
・
内
浦
総
合
支
所
」

「
海
洋
教
育
研
究
施
設
」「
の
と
九
十
九
湾
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
２
０
２
０

年
１
月
か
ら
は
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
31
年
度
は
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
ま
し
た
大
型
事
業
が
完
成
と
な
る

節
目
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ハ
ー
ド
は
、

今
後
の
能
登
町
の
基
盤
を
つ
く
る
た
め
の　

投
資
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、

ハ
ー
ド
を
生
か
し
な
が
ら
、
全
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
り
、
町
の

活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、

能
登
町
の
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し

て
は
第
二
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
加
速
す
る
と
と
も
に
、
能
登
町
の

未
来
へ
つ
な
が
る
施
策
を
着
実
に
推
し
進
め

る
べ
く
編
成
し
ま
し
た
。　

　

環
境
教
育
の
普
及
と
実
践
を
通
し
て
、
世

界
農
業
遺
産
で
あ
る
「
能
登
の
里
山
里
海
」

を
保
全
し
、
次
代
へ
と
継
承
す
る
取
り
組
み

と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極

的
に
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

す
も
の
で
す
。
こ
の
施
策
と
し
て
、「
天
皇

陛
下
御
在
位
30
年
記
念
植
樹
」を
行
う
ほ
か
、

「
世
界
農
業
遺
産
推
進
事
業
」
で
は
、
世
界

農
業
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
や
能
登
地
域

Ｇジ

ア

ス

Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
推
進
協
議
会
へ
の
負
担
金
を
計

上
し
、「
環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
推
進

事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ
や
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
道
路
整

備
費
」
で
は
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
、
地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

を
継
続
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
橋

り
ょ
う
・
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
、
計
画
的

に
点
検
を
実
施
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
進
め

る
ほ
か
、
新
統
合
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

の
た
め
、
梅
ノ
木
川
河
川
橋
の
建
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
「
小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」

で
は
、
の
と
九
十
九
湾
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

の
外
構
整
備
を
行
う
ほ
か
、
小
木
地
区
町
民

研
修
セ
ン
タ
ー
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て
整
備
し
、
小
木
地
区
の
都
市
環
境
整
備
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た｢

町
野

川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ｣

を
更
新
し
、
町

野
川
流
域
の
洪
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

｢

非
常
備
消
防
費
」
で
は
、
引
き
続
き
消

防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
へ
の
助
成
等
を

実
施
し
、
消
防
団
員
確
保
対
策
を
強
化
い
た

し
ま
す
。

　
「
防
災
総
務
費
」
で
は
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
た
め
に
、
引
き
続
き
防
災
士
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
、
防
災
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
や
商
工
業
、観
光
業
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
と
し
ご
と
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
も
の
で
、
施
策
と
し
て
、「
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
檻
購
入
や

施 政 方 針
平成 31 年度

①
自
然
環
境
と
の

絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
よ
い
と
感
じ
る

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た

　

ま
ち
づ
く
り

電
気
柵
設
置
な
ど
を

強
化
し
、
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
業
被
害
軽

減
を
図
り
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
農
業
推

進
事
業
」
で
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
農

家
の
技
術
や
経
験
則

を
数
値
化
す
る
こ
と

で
、
担
い
手
へ
の
技

術
継
承
や
生
産
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

05_NOTO＋2019.04

　
「
畜
産
事
業
」
で
は
、
能
登
牛
の
増
頭
に

対
す
る
補
助
を
実
施
し
、
県
内
最
大
の
能
登

牛
の
産
地
と
し
て
、
能
登
牛
生
産
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
「
県
営
ほ
場
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
継

続
４
地
区
と
新
規
１
地
区
の
負
担
金
を
計
上

す
る
ほ
か
、
新
規
採
択
を
目
指
す
３
地
区
に

つ
い
て
、
関
連
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
森
林
環
境
譲
与
税
事
業
」
で
は
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、
自
然
条
件
の

悪
い
森
林
を
町
が
適
切
に
整
備
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
の
発

揮
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、「
宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度

保
持
施
設
」に
自
動
計
量
選
別
機
を
導
入
し
、

施
設
の
効
率
的
な
稼
働
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
漁
船
特
殊
保
険
加
入
支
援
事
業
」
で
は
、

引
き
続
き
戦
乱
等
特
約
に
加
入
し
た
中
型
イ

カ
釣
り
船
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
漁
業
者

の
安
全
確
保
を
支
援
し
ま
す
。

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た

し
ご
と
づ
く
り
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「
観
光
情
報
発
信
事
業
」
で
は
、
新
た

に
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
や
観
光
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
観
光
情
報

発
信
を
強
化
し
ま
す
。

　
「
の
と
九
十
九
湾
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

費
」
で
は
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
関
連
備
品

の
整
備
や
サ
イ
ン
改
修
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
制
作
な
ど
、
開
業
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。

　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、「
配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業
」
で
は
、

年
間
の
予
定
配
食
数
を
４
万
食
と
見
込

み
、
高
齢
者
の
１
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
な
ど
、
必
要
な
方
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

　

｢

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
費
」
で
は
、
こ

ど
も
み
ら
い
セ
ン

タ
ー
の
外
壁
改
修
を

実
施
し
、
子
育
て
支

援
の
拠
点
と
な
る
施

設
の
長
寿
命
化
を
図

り
ま
す
。｢

予
防
接

種
事
業
」
で
は
、
新

た
に
風
し
ん
対
策
事

業
を
実
施
し
、
近
年

患
者
数
が
増
加
し
て

い
る
風
し
ん
予
防
を

強
化
し
て
流
行
を
防

ぎ
ま
す
。

　
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
」
で
は
、

食
育
推
進
計
画
の
策
定
や
食
育
標
語
の
募

集
を
行
う
な
ど
食
育
の
推
進
を
図
る
ほ

か
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
妊
娠
出
産
子
育
て
世
代
へ
の
対

応
窓
口
を
一
本
化
し
て
子
育
て
支
援
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
能
登
高
等
学

校
魅
力
化
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
、
国

の
地
域
力
創
生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活

用
し
て
魅
力
化
事
業
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
の
講
師
を
増
員
し

て
運
営
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
公
民
館
費
」
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ア
マ
メ
ハ
ギ
の

保
存
継
承
の
た
め
、
秋
吉
公
民
館
を
改
修

し
て
囲
炉
裏
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
映
像
機

器
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
「
三
波
公
民
館
建
設
事
業
」
で
は
、
老

朽
化
し
た
三
波
公
民
館
建
て
替
え
の
た

め
、
本
年
度
は
実
施
設
計
及
び
旧
公
民
館

の
解
体
を
行
い
ま
す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業
」
は
、

当
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生
を
目
指

し
、２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、「
定

住
促
進
事
業
」
で
は
、
引
き
続
き
定
住
促

進
協
議
会
に
お
い
て
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
ほ
か
、
移
住
者
の
住
宅
購
入
や
中

古
住
宅
改
築
に
要
す
る
経
費
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

　
「
の
と
未
来
会
議
」
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
・
実
施
す
る

た
め
、
若
者
が
集
い
、
学
び
な
が
ら
能
登

町
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
能
登

町
創
生
総
合
戦
略
」
の
効
果
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
第
２
期
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
、

能
登
町
創
生
の
加
速
化
を
図
り
ま
す
。

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を

持
て
る
人
づ
く
り

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び

ま
ち
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

施 政 方 針
平成 31 年度

⑥
地
域
の
絆
を
深
め

　

住
み
続
け
た
く
な
る

　

ま
ち
づ
く
り
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「
集
会
所
整
備
事
業
」
で
は
、
比
那
地

区
の
集
会
所
を
整
備
す
る
ほ
か
、
近
年
の

猛
暑
を
受
け
て
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
集

会
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設
置
経
費
を
助
成

し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

　

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
、
つ
な
が

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
施
策
と
し

て
、「
新
統
合
庁
舎
整
備
事
業
」お
よ
び「
総

合
支
所
整
備
事
業
」
に
お
い
て
、
庁
舎
建

設
工
事
の
進
捗
を
図
り
、
２
０
２
０
年
１

月
の
開
庁
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
有
線
放
送
整
備
事
業
」
で
は
、
柳
田

と
内
浦
地
区
の
各
家
庭
ま
で
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
で
再
整
備
し
、
４
Ｋ
８
Ｋ
放
送
へ
の

対
応
や
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整

備
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
31
年
度
か
ら
税
や
保
険
料
、

上
下
水
道
使
用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
実

施
し
、
利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と

　

情
報
の
共
有
に
よ
っ
て

　

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

議
会

第
２
回
能
登
町
議
会
３
月
定
例
会
議

は
、
３
月
６
日
に
開
会
し
３
月
15
日

ま
で
の
10
日
間
と
会
期
を
定
め
、
平
成
31
年

度
能
登
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
予
算
関
係
17

件
、
一
般
議
案
30
件
が
上
程
さ
れ
、
持
木
町

長
が
提
案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
人
事
案
件

３
件
は
た
だ
ち
に
採
決
が
行
わ
れ
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
は
、
各

常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
採
決
で
、
議
案
44
件
は

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
提
出
議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
…
47
件

平
成
31
年
度
当
初
予
算
…
7
件

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別

会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
、
病
院
事
業
会
計

平
成
30
年
度
補
正
予
算
…
10
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）、介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）、病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

平成 31 年第 2 回
3 月定例会議

・
能
登
町
海
洋
教
育
研
究
施
設
設
置
条
例
の

　

制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
認
定
こ
ど
も
園
設
置
管
理
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
条
例
を
廃

　

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
の

　

整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
に
つ
い
て

・
能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ

　

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

・
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
策
定
に
つ
い
て

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計

　

画
の
策
定
に
つ
い
て

・
能
登
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

　

に
つ
い
て

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　

選
任
に
つ
い
て
（
小
坂 

智
・
松
波
）

･

能
登
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

　

て
（
角 

弘
子
・
鵜
川
）

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

　

て
（
上
結
謙
一
郎
・
宇
出
津
）

■
報
告
：
１
件

・
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害
賠
償

　

の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）

■
可
決
さ
れ
た
議
会
提
出
議
案
：
２
件

・
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て
の
さ
ら
な
る
取

　

り
組
み
を
進
め
る
意
見
書

・
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
充

　

実
と
健
康
管
理
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

07_NOTO＋2019.04
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◆経常収支比率
▲実質公債費比率

　平成 31 年度当初予算は、27 年度に策定し
た第 2 次総合計画に掲げた「町民が自信と
誇りが持てる町づくり」を目指し、観光交流
人口の拡大や定住促進施策の充実、一次産業
の活性化等、能登町創生に向けた取り組みを
さらに加速するとともに、能登町の未来へつ
ながる施策を着実に推進する予算となってい
ます。
　一般会計で 1,300 万円減（0.1% 減）の総
額 178 億 6,000 万円（うち新統合庁舎及び
総合支所に関する予算額は 27 億 1,158 万円）
となりました。

歳入では、町税が 2,419 万円増の 16
億 4,234 万円を見込んでいます。

　歳入全体の約 40% を占める地方交付税に
ついては、合併算定替の縮減により、4,000
万円減の 69 億 8,000 万円を見込んでいます。
　使用料及び手数料については、インター
ネット使用料や住宅使用料の増加により、
1,459 万円増の 3 億 7,800 万円を見込んで
います。
　国庫支出金・県支出金については、有線放
送整備事業の増により、3 億 1,975 万円増の
20 億 9,914 万円を見込んでいます。
　寄付金は、ふるさと能登町応援寄附金など、
前年度並みの 2 億 10 万円を見込んでいます。
　繰入金は、庁舎建設基金や合併振興基金な

どの繰入額は増加しましたが、財政調整基金
や減債基金などの繰入額の減少により、3 億
5,748 万円減の 10 億 905 万円となりました。
　町債においては、新統合庁舎整備事業や総
合支所整備事業、有線放送整備事業などによ
り、6 億 7,600 万円増の 48 億 1,710 万円と
なりました。

歳出では、人件費、扶助費、公債費
の義務的経費が総額 58 億 9,113

万円となり全体の 33％を占めました。その
うち人件費については、選挙に伴う時間外勤
務手当の増加などにより 2,742 万円増の 21
億 333 万円となっています。
　公債費は、地方債残高を減少させるため
の繰上償還金 6 億 7,787 万円を見込むほか、
これまでの繰上償還の実施により 4 億 2,287
万円減の 26 億 6,763 万円となりました。
　普通建設事業費は、新統合庁舎整備事業や
総合支所整備事業、有線放送整備事業、公営
住宅整備事業などにより、3 億 1,244 万円増
の 55 億 3,505 万円となりました。
　物件費や補助費等を含む消費的経費は、有
線放送整備事業に係る通信回線の増強や遊休
施設の解体などにより物件費は増加しました
が、一部事務組合や病院への負担金の減によ
り補助費は減少し、1,797 万円減の総額 63
億 1,143 万円となりました。

【
歳
入
】

自
主
財
源
…
町
税
、分
担
金
及
び
負

担
金
、使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、

繰
入
金
、諸
収
入
な
ど
自
主
的
に
収

入
し
う
る
財
源

依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、国
庫
支

出
金
、県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地

方
債
な
ど
、国
や
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
収
入

町
税
…
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

繰
入
金
…
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

諸
収
入
…
町
税
の
延
滞
金
な
ど
他
の

収
入
科
目
に
含
ま
れ
な
い
収
入

地
方
交
付
税
…
地
域
間
の
税
源
の
不

均
衡
を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公

共
団
体
が
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、国
が
地
方
公
共
団
体
の
一
般
財

源
と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
…
各
種
事

業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど

町
債
…
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
…
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報

酬
、特
別
職
給
与
、非
常
勤
含
む
職
員

給
な
ど

扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と

し
て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、

老
人
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、生
活

を
維
持
す
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経

費
や
各
種
扶
助
の
経
費

公
債
費
…
町
債
の
元
利
償
還
金
及
び

一
時
借
入
金
の
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
、学
校
な

ど
公
共
用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設

事
業
に
要
す
る
経
費

物
件
費
…
需
用
費（
消
耗
品
等
）、役

務
費（
郵
便
料
等
）、委
託
料
、賃
借

料
、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
…
各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
、宇
出
津

病
院
へ
の
負
担
金
な
ど

繰
出
金
…
一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま

た
は
、特
別
会
計
相
互
間
で
支
出
さ

れ
る
経
費

【
財
政
指
数
等
】

基
金
…
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金

を
積
み
立
て
た
り
、定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金

ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率
…
財
政
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由

に
使
え
る
お
金
が
多
く
、１
０
０
㌫

に
な
る
と
財
政
が
硬
直
化

実
質
公
債
費
比
率
…
普
通
会
計
に
企

業
会
計
や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た

実
質
的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の

程
度
を
示
す
指
標

H20 H21 H22 H23 H24 H25

20

80

100

120
％

◆ ◆
◆ ◆

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲178億6,  000万円
一般会計予算

歳入歳出（性質別）

（前年度比 1,300 万円減）

◆地方債残高
区分 平成 30 年度末（見込） 平成 31 年度（見込）

一般会計 　　226 億 4788 万 9 千円 　　249 億 0824 万 9 千円
特別会計 　　082 億 3016 万 3 千円 　　079 億 0170 万 6 千円
企業会計 　　 46 億 2657 万 2 千円 　　 46 億 1202 万 3 千円

計 　　355 億 0462 万 4 千円 　　374 億 2197 万 8 千円
※簡易水道特別会計分の地方債残高は、特別会計より企業会計に移管

◆基金総額
区分 平成 30 年度末（見込） 平成 31 年度（見込）

一般会計 　　  59 億 3517 万 3 千円 　　 50 億 1409 万 2 千円

◆財政指標の推移

◆

▲

H26

◆

H27

▲

◆

町税
16億4234万2千円（9.2％）

使用料及び手数料
3億7800万7千円（2.1％）

諸収入・その他
2億8659万9千円

（1.6％）

地方交付税
69億8000万円

（39.1％）

国庫支出金
13億6395万9千円（7.6％）

県支出金
7億3518万2千円

（4.1%）

その他
8170万円（0.4%）

分担金及び負担金
8683万2千円

（0.5％）
繰入金
10億905万6千円

（5.7％）地方譲与税
1億6072万3千円

（0.9％）

地方消費税交付金
3億1850万円（1.8％）

依存財源
（81.0%）

自主財源
（19.0%）

人件費
21億332万9千円

（11.8％）
扶助費
11億2016万6千円

（6.3％）

公債費
26億6763万円

（14.9％）

普通建設事業費
55億3504万8千円

（31.0％）

災害復旧事業費
9239万7千円（0.5％）

物件費
21億892万円

（11.8％）

維持補修費
2億4090万1千円

（1.3％）

補助費等
20億7969万8千円

（11.6%）

積立金
9097万5千円

（0.5%）

繰出金
16億8840万2千円

（9.5%）
その他
3252万円（0.2%）

義務的
経費

（33.0%）
投資的
経費

（31.5%）

消費的
経費

（35.3%）

投資及び出資金
1億1万4千円

（0.6%）

総務費
56億507万8千円

（31.4％）

民生費
28億5118万2千円

（16.0％）

衛生費
15億6457万1千円

（8.8％）労働費
3680万円（0.2％）

農林水産業費
6億2372万6千円

（3.5％）

商工費
3億9378万8千円

（2.2％）

土木費
23億2018万6千円

（13.0％）
消防費
5億5887万9千円

（3.1％）

教育費
10億606万6千円

（5.6％）

公債費
26億6763万円

（14.9％）

災害復旧費
9239万7千円

（0.5％）

議会費
1億969万6千円

（0.6％）

その他
3000万1千円

（0.2％）

◆

▲

95.4 94.1
87.4 89.5 87.8 87.3 86.8 86.6

19.2 18.9 17.9 17.0

15.7 14.5 12.4

93.9

9.7

H28 H29

◆
91.7 ◆

10.3
▲

10.2

▲
21.2

H19

◆
99.7

歳出（目的別）

町債
48億1710万円

（27.0％）
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会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

①
自
然
環
境
と
の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

②
誰
も
が
住
み
た
い
と
感
じ
る  

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

天
皇
陛
下
御
在
位
30
年
記
念
植
樹

３
０
０
千
円

▽
天
皇
陛
下
御
在
位
30
年
お
よ
び

皇
太
子
さ
ま
の
御
即
位
を
記
念

し
、
全
国
で
記
念
造
林
や
植
樹
が

行
わ
れ
、
国
民
参
加
の
森
林
づ
く

り
が
促
進
さ
れ
る
。

　

町
で
は
不
動
寺
み
ど
り
の
少
年

団
が
植
樹
を
実
施
予
定
。

除
雪
対
策
事
業

１
５
１
，
０
３
７
千
円

▽
町
道
除
雪
費
、

町
道
除
雪
協
力
業
者
除
雪
機
械
経

費
購
入
補
助

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

２
８
６
，
１
５
０
千
円

▽
改
築
3
路
線
、
交
通
安
全
3
路

線
、
橋
り
ょ
う
補
修
1
橋
、
落
石

対
策
1
路
線
、
消
雪
1
路
線
、
橋

り
ょ
う
定
期
点
検
、
ト
ン
ネ
ル
補

修
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
策

定
、
小
型
除
雪
車
3
台
購
入

地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

２
６
４
，
３
０
０
千
円

▽
改
築
8
路
線
、
側
溝
改
修
4
路

線
、
舗
装
修
繕
4
路
線

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

１
３
３
，
１
０
０
千
円

▽
新
統
合
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
さ
せ
る
た
め
河
川
橋
を
建
設

町
野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

更
新
業
務

３
，
１
０
０
千
円

▽
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
町

野
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

更
新
し
洪
水
対
策
を
推
進

小
木
地
区
都
市
再
生
整
備
事
業

４
７
０
，
９
４
８
千
円

▽
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
「
イ
カ
の

駅
」
外
構
・
サ
イ
ン
整
備
の
ほ
か

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
。「
イ

カ
の
ま
ち
小
木
」
の
発
信
に
よ
り

交
流
人
口
を
呼
び
込
む
と
と
も

に
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
事
業

2
８
，
３
０
７
千
円

▽
羽
田
空
港
経
由
で
の
乗
継
助
成

を
継
続
。
町
民
の
搭
乗
率
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
空
港
を
利
用

し
た
誘
客
を
推
進
す
る
。

奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
負
担
金

３
７
２
，
６
９
８
千
円

▽
同
組
合
の
事
業
費
を
負
担
。
組

合
予
算
で
は
、
2
０
２
３
年
度
以

降
の
廃
棄
物
焼
却
処
理
に
向
け
、

施
設
の
造
成
設
計
、
発
注
仕
様
書

作
成
業
務
費
な
ど
を
計
上
。

率
の
向
上
を
図
る
。 

畜
産
事
業
事
務
費９

，
０
３
３
千
円

▽
能
登
牛
の
増
頭
に
対
す
る
補
助

を
継
続
し
生
産
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て

の
競
争
力
を
高
め
る
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業

６
０
，
８
１
３
千
円

▽
「
柳
田
中
央
」「
五
十
里
・
黒

川
」「
柳
田
南
部
」「
寺
五
」
の
４

地
区
で
の
整
備
を
継
続
し
、「
天

坂
・
久
田
」
地
区
を
新
た
に
整
備
。

ま
た
、「
柳
田
中
央
第
２
」「
瑞
穂

第
1
」「
大
箱
」
の
計
画
書
を
策

定
す
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
事
業

１
０
，
９
３
２
千
円

▽
森
林
環
境
譲
与
税
を
全
額
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
里
山
の
保
全

や
整
備
事
業
に
活
用
す
る
。

宇
出
津
港
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設

管
理
費

６
，
９
９
２
千
円

▽
自
動
計
量
選
別
機
を
導
入
し
、

迅
速
な
作
業
に
よ
る
鮮
度
の
保
持

と
、
効
率
化
を
図
る
。

漁
船
特
殊
保
険
加
入
支
援
事
業

６
０
０
千
円

▽
戦
乱
等
特
約
に
加
入
し
た
中
型

イ
カ
釣
り
船
に
対
し
保
険
料
を
助
成

し
、
漁
業
者
の
安
全
確
保
を
支
援
。

観
光
情
報
発
信
事
業

１
２
，
６
１
１
千
円

▽
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
や
、
観
光
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
幅
広
い
客
層
や
世
代
に
、
よ

り
積
極
的
に
観
光
情
報
発
信
す
る
。

の
と
九
十
九
湾

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
費

２
３
，
１
２
１
千
円

▽
簡
易
桟
橋
設
置
、
遊
覧
船
修
繕

な
ど
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
開
業
に

向
け
た
経
費

観
光
施
設
管
理
費

１
１
７
，
６
７
６
千
円

▽
観
光
施
設
の
管
理
運
営
費
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
や
ま
び
こ
浴
槽
棟

増
築
設
計
費
、
越
坂
プ
ラ
ザ
プ
ー

ル
解
体
費
な
ど
。
多
様
化
す
る
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
魅
力

あ
る
施
設
の
充
実
を
図
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

２
５
，
１
０
２
千
円

▽
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
業
被

害
軽
減
の
た
め
、
資
格
取
得
や
檻お
り

購
入
費
用
補
助
、
捕
獲
報
償
金
の

予
算
を
増
額
し
対
策
を
強
化
。

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業

５
０
０
千
円

▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
農
家
の
技
術

や
経
験
則
を
数
値
化
し
、
担
い
手

へ
の
技
術
継
承
と
生
産
管
理
や
効

③
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
た
し
ご
と
づ
く
り

区分 予算額 増減
一般会計　　　　　① 178億6000万円 △ 0.1％

特別会計　　　　　② 067億8307万1千円 △2.4％

国民健康保険 024億8454万7千円 △6.2％

保険事業勘定 024億7892万5千円 △6.2％

直営診療施設勘定 000億0562万2千円 1.2％

後期高齢者医療 003億1346万4千円 △0.9％

介護保険 028億4467万円 2.5％

保険事業勘定 ※ ― ―

サービス事業勘定 ※ ― ―

下水道事業 0011億4039万円 △5.4％

公共下水道事業 ※ ― ―

農業集落排水事業 ※ ― ―

漁業集落排水事業 ※ ― ―

浄化槽整備推進事業 ※ ― ―

企業会計　　　　　③ 048億5728万2千円 2.8％

水道事業会計 018億3759万円 33.3％

収益的支出   07億6212万4千円 6.4％

資本的支出 010億7546万6千円 62.4％

病院事業会計 030億1969万2千円 △0.9％

収益的支出 024億2894万5千円 △8.1％

資本的支出 005億9074万7千円 47.1％

①②③合計 295億0035万3千円 0.9％

④
健
康
で
心
に
豊
か
さ
を
持
て
る
人
づ
く
り

配
食
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業

２
０
，
０
０
０
千
円

▽
見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
、高
齢
世
帯
を
対
象
に
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

提
供
し
健
康
の
維
持
や
安
否
確
認

を
行
う
。

児
童
福
祉
事
業

７
，
８
６
０
千
円

▽
県
内
保
育
関
係
者
が
集
い
研
究

成
果
を
発
表
す
る
「
石
川
県
保
育

研
究
大
会
」
開
催
経
費
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第

２
期
）」
策
定
業
務
費
。
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
す
。

公
立
認
定
こ
ど
も
園
管
理
費

１
０
４
，
１
４
１
千
円

▽
園
庭
遊
具
改
修
（
柳
田
保
育

所
）、
幼
児
用
手
洗
い
設
置
（
ひ

ば
り
保
育
所
）
な
ど
施
設
を
整
備

し
、子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
費

２
１
，
６
８
８
千
円

▽
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
の
外

壁
を
改
修
し
、
子
育
て
の
拠
点
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

予
防
接
種
事
業４

０
，
０
２
３
千
円

▽
風
し
ん
予
防
接
種
を
無
償
化
。

３
年
間
で
集
中
的
に
実
施
し
、
流

行
の
拡
大
を
抑
制
す
る
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

２
，
１
５
３
千
円

▽
食
育
推
進
計
画
の
策
定
や
、
地

域
食
育
標
語
の
募
集
を
行
い
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
、
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
。
▽
妊
娠
出
産

子
育
て
ま
で
の
窓
口
を
一
本
化
す

る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
と
ぎ
れ
の
無
い

子
育
て
支
援
を
展
開
す
る
。

※介護保険事業特別会計は、平成 31 年度から勘定を廃止。
公共下水道事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、漁
業集落排水事業特別会計、浄化槽整備推進事業特別会計は
平成 30 年度で廃止し、下水道事業特別会計とする。



1213_NOTO＋2019.03

⑤
地
域
を
通
し
て
共
に
学
び
、
町
の
未
来
を
担
う
人
づ
く
り

能
登
高
等
学
校
魅
力
化
事
業

５
０
，
０
９
５
千
円

▽
国
の
地
域
力
創
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
を
活
用
し
事
業
の
方
向

性
を
検
討
、「
ま
ち
な
か
鳳
雛
塾
」

の
内
容
充
実
に
つ
と
め
る
。
▽
ま

ち
な
か
鳳
雛
塾
の
講
師
を
２
人
増

員
し
、指
導
体
制
の
向
上
を
図
る
。

公
民
館
費

７
９
，
８
８
７
千
円

▽
秋
吉
公
民
館
の
和
室
に
「
ア
マ

メ
ハ
ギ
」
で
使
わ
れ
る
囲
炉
裏
や

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
伝
統
行
事
の
保
存
、
継
承
を

行
う
。

三
波
公
民
館
建
設
事
業

３
１
，
６
８
４
千
円

▽
老
朽
化
し
た
建
物
の
改
築
に
向

け
、
実
施
設
計
と
解
体
工
事
費
を

計
上
。

ア
ス
リ
ー
ト
強
化
支
援
事
業

５
０
０
千
円

▽
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
誕
生

を
目
指
し
、
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
を
支
援
す
る
。

定
住
促
進
事
業３

２
，
０
０
０
千
円

▽
移
住
希
望
者
の
窓
口
で
あ
る

「
定
住
促
進
協
議
会
事
業
」
や
、

移
住
者
の
新
築
住
宅
お
よ
び
中
古

住
宅
改
築
の
助
成
な
ど
を
継
続
し

定
住
者
増
を
目
指
す
。

定
住
促
進
助
成
金１

，
９
０
０
千
円

▽
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
が
町
内
企
業
等
に
雇
用
さ

れ
た
場
合
、
申
請
年
と
翌
年
の
2

カ
年
、
各
5
万
円
を
助
成

の
と
未
来
会
議

７
９
４
千
円

▽
引
き
続
き
、
幅
広
い
世
代
や
職

種
の
住
民
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う

に
す
る
と
若
者
が
集
ま
る
元
気
な

能
登
町
に
な
る
の
か
、
町
の
未
来

に
つ
い
て
考
え
語
り
合
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
、
実
施
す
る
。

創
生
総
合
戦
略
更
新
事
業

５
，
７
２
３
千
円

▽
２
０
１
５
～
２
０
１
９
年
能
登

町
創
生
総
合
戦
略
第
1
期
の
効
果

を
検
証
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
の

第
２
期
に
向
け
戦
略
の
見
直
し
や

更
新
を
行
う
。

合
併
15
周
年
記
念
事
業

２
，
２
０
８
千
円

▽
２
０
２
０
年
３
月
1
日
の
合
併

15
周
年
式
典
と
、
新
庁
舎
完
成
記

念
式
典
を
同
時
に
挙
行
す
る
。

比
那
集
会
所
整
備
事
業

４
３
，
３
７
４
千
円

▽
比
那
地
区
に
集
会
所
を
整
備

集
会
施
設
空
調
設
備
設
置
補
助
事
業

１
，
０
０
０
千
円

▽
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
全
集
会
施

設
を
対
象
に
、
設
置
経
費
の
一

部
を
助
成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
強
化
を
促
進
す
る
。

新
統
合
庁
舎
整
備
事
業

１
，
７
４
２
，
５
２
６
千
円

▽
工
事
請
負
費
、
備
品
購
入
費
。

2
０
２
０
年
1
月
開
庁
予
定

柳
田
総
合
支
所
整
備
事
業

３
２
７
，
０
７
１
千
円

▽
現
庁
舎
後
方
に
建
築
。
工
事
請

負
費
、
現
庁
舎
解
体
費

内
浦
総
合
支
所
整
備
事
業

６
４
１
，
９
７
９
千
円

▽
松
波
公
民
館
と
合
築
。
工
事
請

⑥
地
域
の
絆
を
深
め
、
住
み

     

続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

⑦
わ
か
り
や
す
い
行
財
政
と
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、

　

 

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

負
費
、
備
品
購
入
費

電
子
自
治
体
推
進
費

１
４
５
，
４
０
５
千
円

▽
業
務
シ
ス
テ
ム
構
築
費
、
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
・
伝
送
路
引
込
工
事
費

有
線
放
送
整
備
事
業

９
９
８
，
１
５
８
千
円

▽
柳
田
・
内
浦
地
区
を
Ｈ
Ｆ
Ｃ
か

ら
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
へ
再
整
備
し
、
４
Ｋ

８
Ｋ
放
送
へ
の
対
応
や
快
適
な
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
構
築
を
推
進

◀柳田総合支所
（外観イメージ）

▲内浦総合支所
（外観イメージ）

　これまで役場各庁舎、支所、金融機関でしか納められなかった町税な

どが、4 月からコンビニエンスストア（以下コンビニ）や北陸３県のゆ

うちょ銀行でも納めることができるようになりました。

　コンビニでの納付は、納期限内であれば全国の取り扱い店舗で、曜日

や時間を気にすることなく納めることができます。

いつでも、どこでも、お気軽に！

コンビニ納付 がはじまります

○取り扱い出来ない納付書
　次のような納付書はコンビニでの納付ができませんので

ご注意ください。

･ １枚の納付金額が 30 万円を超える納付書

･ バーコードが印刷されていない納付書

･ 金額訂正や破損 ･ 汚損などにより、バーコードが読み取り

できない納付書

･ コンビニでの取り扱い期限が過ぎた納付書

○ご注意
･ コンビニでの納付開始により、納付書が１枚ごと（つ

づられていない状態）になりますので、記載されて

いる納期等をよく確認してください。

･ ゆうちょ銀行（郵便局）窓口での納付は、北陸３県（石

川県・富山県・福井県）に限ります。

○納付できる町税などとお問い合わせ先
種類 問い合わせ先

町税

町県民税

税務課 ☎62-8505
固定資産税
軽自動車税
国民健康保険税

保険料
介護保険料

健康福祉課
☎ 72-2502

後期高齢者医療保険料 ☎ 72-2503
使用料 上下水道料 上下水道課 ☎ 72-2507

○利用できるコンビニ
ファミリーマート、ローソン、セブン・イレブン、

デイリーヤマザキ、くらしハウス、コミュニティ・

ストア、ハマナスクラブ、スリーエイト、スリー

エフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、

タイエー、ハセガワストア、ポプラ、ミニストッ

プ、ローソンストア 100、ヤマザキスペシャルパー

トナーショップ、ニューヤマザキデイリーストア、

その他ＭＭＫ（マルチメディアキオスク）設置店

◀
納
付
書
様
式
（
見
本
）

地域医療振興を志す学生を支援します
公立宇出津総合病院勤務で返済免除。看護師・薬剤師の修学資金貸与制度

　将来、薬剤師として公立宇出津総合病院に勤務する
意思のある学生のために、修学に必要な資金を貸し付
ける制度です。
応募資格　学校教育法に規定する大
学において薬学を履修する課程に在
学し卒業後、当院薬剤師として業務に
従事しようとする意思のある者。※
詳しくはお問い合わせください。
申請方法　申請書と在学証明書など
を当院に直接持参するか、郵送して
ください。

　看護学校などを卒業後、公立宇出津総合病院で勤務
する意思のある学生のために、修学資金の貸与を行い
ます。
応募資格　全国の看護師等の養成施設に在学し、卒業
後、公立宇出津総合病院で看護師の業務に従事しよう
とする人
申請方法　申請書と在学する養成施設長の推薦書など
を、看護学校等を通じて提出してください。
※県地域医療支援看護師等修学資金との併給貸与が可能
です。この場合、町からは 5 万円の計 15 万円です。県
修学資金については県医療対策課☎ 076-225-1431 へ。

問 制度についてのお問い合わせ、申請書類を事前に準備したい場合などは、当院までご連絡く
ださい。申請書は当院のホームページ（http://www.hospitalnet.jp/）からダウンロードできます。

問公立宇出津総合病院☎ 62-1311

 5 月 15 日㊌まで
申請受け付け期間

看護師等修学資金制度月額 10 万円貸与 薬剤師修学資金制度月額 10 万円貸与
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　町スポーツ表彰式が 3 月 5 日、役場
能都庁舎であり、全国大会などで活躍
を見せた選手の功績をたたえました。
　各部門の受賞者は次のとおりです。

平成 30 年度能登町スポーツ表彰

活躍する姿が町に勇気を
アスリートの功績たたえる

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

竹
口
陽
菜
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
▽
第
17
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
ダ
ブ
ル
ス
女
子
５
年
生
の
部
第
２
位

宮
下
日
香
莉
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
▽
第
17
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
ダ
ブ
ル
ス
女
子
５
年
生
の
部
第
２
位

畑
下
恋
海
（
松
波
中
）
▽
ぎ
ふ
清
流
国
体
開
催

記
念
第
９
回
全
日
本
女
子
相
撲
郡
上
大
会
小
中

学
生
団
体
戦
２
位

安
孫　

幹
（
石
川
高
専
）
▽
第
53
回
全
国
高
等

専
門
学
校
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
男
子

団
体
の
部
第
３
位

川
上
春
菜
（
日
本
海
倶
楽
部
）
▽
Ｗ
Ｐ
Ａ
公
認

２
０
１
８
ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
陸
上
Ｔ
20
ク
ラ
ス

女
子
４
０
０
㍍
２
位
、
女
子
２
０
０
㍍
３
位
、

２
０
１
８
Ｗ
Ｐ
Ａ
公
認
日
本
Ｉ
Ｄ
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
女
子
２
０
０
㍍
３
位
、
女
子
４
０
０

㍍
３
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

廣
田
佳
奈
・
宮
下
亜
華
莉
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
第
25
回
北
信
越
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女
子
個
人
戦
・
ダ

ブ
ル
ス
第
３
位

小
原
萌
々
子
（
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
▽
第
18
回
石
川
県
小
学
生
学
年
別
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
女
子
５
年
生
の
部

個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

半
田
翔
誠
（
小
木
相
撲
教
室
）
▽
第
33
回
石
川

県
少
年
相
撲
能
登
町
大
会　

個
人
５
年
生
の
部

優
勝

藤
村
真
妃
（
柳
田
中
）
▽
２
０
１
８
石
川
県
中

学
校
体
育
大
会　

第
70
回
陸
上
競
技
大
会　

共

通
女
子
砲
丸
投
１
位

重
野
泰
成
（
能
都
中
）
▽
第
39
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
柔
道
競
技
男
子
個
人
60
㌔
㌘

３
位

一
井
未
来
（
松
波
中
）
▽
第
34
回
石
川
県
中
学

校
新
人
相
撲
選
手
権
大
会
女
子
個
人
戦
第
１
位

寺
本　

隼
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
北
信
越

高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
個
人
１
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
個

人
１
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県
高
等
学
校
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子
個
人
１
位

端
山
羅
行
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
北
信
越

高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
個
人
１
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県
高
等
学

校
新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
個

人
１
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県
高
等
学
校
選
抜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会
男
子
個
人
１
位

宮
村
優
花
・
牧　

和
音
（
能
登
高
）
▽
平
成
29

年
度
北
信
越
高
等
学
校
選
抜
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
競
技
女
子
個
人
１
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
女
子
個
人
１
位
、
平
成
30
年
度
北
信
越
高
等

学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
女

子
個
人
２
位

谷
内
和
希
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
石
川
県

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

男
子
個
人
優
勝

勝
又　

凛
（
能
登
高
）
▽
第
38
回
北
信
越
春
季

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会　

少
年
女
子
第
３
位

吉
田
ち
は
る
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
石
川

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

小
間
義
昭
（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

小
間
さ
ん
は
平
成
７
年
度
の
鵜
川
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
協
会
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
、
平
成
８
年

度
に
は
同
協
会
の
会
長
に
就
任
。
競
技
の
指
導

や
普
及
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
26
年
度
ま
で
会

長
を
務
め
ま
し
た
。

　

平
成
19
か
ら
22
年
度
は
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
副
会
長
と
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
理
事

を
務
め
、
町
協
会
と

県
協
会
の
運
営
に

協
力
。
平
成
14
年
度

に
は
１
級
審
判
を

取
得
し
、
平
成
19
か

ら
22
年
度
に
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会

や
県
大
会
に
お
い

て
、
専
任
審
判
を
務

め
ま
し
た
。

部
団
体
戦
優
勝

小
木
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
福
田
啓
太
、
谷

口
夏
野
、
大
平
昂
知
、
上
見
衣
織
、
薮
下
晶
基
、

出
島
克
竜
、寺
川
幸
広
、新
保
祐
希
、菅
原
彩
世
、

大
谷
内
煌
冴
、
谷
口
郁
矢
、
谷
口
拓
矢
、
出
島

秀
真
、
松
井
武
留
、
松
井
颯
士
）
▽
第
28
回
全

日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
石
川
県
大
会
優
勝

能
都
ウ
ル
フ
ル
ズ
（
蓑
島
大
悟
、
堂
上
陽
登
、

岡
島
汰
知
、
岡
島
碧
人
、
上
谷
結
緒
）
▽
第
25

回
石
川
県
相
撲
選
手
権
大
会
小
学
生
の
部
団
体

優
勝

能
登
高
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
前
田
公
平
、

曽
山
結
心
、
道
下
晟
多
、
成
田
神
威
、
髙　

陽

介
、
野
呂
育
摩
、
寺
本　

隼
、
端
山
羅
行
、
松

本　

航
、
松
村
零
音
）
▽
平
成
30
年
度
北
信
越

高
等
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
団
体
２
位
、
平
成
30
年
度
石
川
県
高
等

学
校
新
人
体
育
大
会
男
子
団
体
１
位
、
平
成
30

年
度
石
川
県
高
等
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

会
男
子
団
体
１
位

能
登
高
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
谷
元
美
紗
、

皆
戸
彩
夏
、
宮
村
優
花
、
中
谷
比
奈
、
牧　

和

音
、
角　

亜
由
奈
、
中
田
優
衣
）
▽
平
成
29
年

度
北
信
越
高
等
学
校
選
抜
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

競
技
女
子
団
体
２
位

能
登
高
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
（
吉
田
ち
は
る
、
勝

又　

凛
、
瀬
戸
つ
な
ぐ
、
本
井
未
来
）
▽
平
成

30
年
度
石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
女
子
団
体
優
勝
、
平
成
30
年
度

石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
女
子
団
体
優
勝

能
登
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
（
中
宮
篤
志
、
清

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

競
技
女
子
個
人
優
勝
、
平
成
30
年
度
石
川
県

高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
女
子
個
人
優
勝

中
町
真
澄
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
第
23

回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会
男

子
円
盤
投
２
位

平
瀬
輝
幸
（
能
登
高
）
▽
平
成
30
年
度
北
信

越
高
等
学
校
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技　

男
子
＋
１
０
５
㌔
㌘
級
３
位
、

平
成
30
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大

会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
男
子
＋

１
０
２
㌔
㌘
級
１
位

稲
實
勇
汰
（
飯
田
高
）
▽
平
成
30
年
度
北
信

越
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
個
人
77
㌔
㌘
級
３
位

坂
口
慶
一
（
飯
田
高
）
▽
平
成
30
年
度
石
川

県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会
相
撲
競
技
個
人

80
㌔
㌘
未
満
級
優
勝

中
谷
心
萌
（
金
沢
向
陽
高
）
▽
平
成
30
年
度

石
川
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技
女
子
団
体
優
勝

辻
口　

萌
（
金
沢
大
）
▽
平
成
30
年
度
北
信

越
学
生
室
内
選
抜
選
手
権
大
会
女
子
個
人
優
勝

加
須
屋　

勲
（
町
水
泳
協
会
）
▽
第
25
回
石

川
県
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
水
泳
競
技
大
会　

60
～
64
歳
25
㍍
自
由
形
１
位
、
60
～
64
歳
25

㍍
背
泳
ぎ
１
位

土
合　

洋
（
町
水
泳
協
会
）
▽
第
25
回
石
川

県
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
水
泳
競
技
大
会　

60

～
64
歳
50
㍍
自
由
形
１
位

寺
下
洸
平
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
第

73
回
国
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団

体
出
場
、
平
成
30
年
度
石
川
県
春
季
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
一
般
男
子
個
人
優
勝

奥
野
立
樹
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
30
年
度
石
川
県
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
一
般
男
子
個
人
優
勝

小
原
信
幸
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
30
年
度
石
川
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
45
歳
以
上
個
人
優
勝

髙
山
邦
夫
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
30
年
度
石
川
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
男
子
65
歳
以
上
個
人
優
勝
、
平
成
30
年
度

石
川
県
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男

子
65
歳
以
上
個
人
優
勝

清
水
藍
里
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
30
年
度
石
川
県
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
一
般
女
子
個
人
優
勝

元　

悠
香
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）
▽
平

成
30
年
度
石
川
県
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
一
般
女
子
個
人
優
勝

久
山　

毅
（
町
相
撲
連
盟
）
▽
第
70
回
石
川

県
民
体
育
大
会
相
撲
競
技
青
年
の
部
個
人
優
勝

坂
下
昭
徳
（
町
相
撲
連
盟
）
▽
第
70
回
石
川

県
民
体
育
大
会
相
撲
競
技　

成
年
の
部
個
人

優
勝

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
竹

口
陽
菜
、
廣
田
佳
奈
、
宮
下
亜
華
莉
、
宮
下

日
香
莉
、
長
道
朱
里
、
杉
本　

怜
、
鶴
野
莉

奈
、
中
田
百
華
）
▽
第
18
回
北
信
越
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
選
手
権
大
会
女
子
の

水
基
善
、
蔦　

恵
一
、
寺
下
洸
平
、
川
崎　

優
、

山
下
康
輔
、
奥
野
立
樹
、
善
野
功
太
、
赤
坂
由

紀
、
元　

悠
香
、
清
水
藍
里
、
谷
内
美
咲
、
下

畠
奈
巳
、
二
田
早
智
子
、
辻
口　

萌
、
奥　

亜

紗
日
、
中
田
依
緒
里
）
▽
平
成
30
年
度
石
川
県

ク
ラ
ブ
・
実
業
団
選
手
権
大
会
実
業
団
男
子
団

体
優
勝
、
第
70
回
石
川
県
民
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
一
般
女
子
優
勝

能
登
町
相
撲
連
盟
（
山
﨑
直
哉
、
中
平
翔
伍
、

濱　

大
巧
未
、
宮
下
和
也
、
寺
下
祐
樹
、
久
山

　

毅
、
坂
下
昭
徳
）
▽
第
70
回
石
川
県
民
体
育

大
会
相
撲
競
技
団
体
の
部
優
勝
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▽
田
形
綾
香
（
小
木
支
所
主
事
）

▽
岩
池
彩
海
（
広
報
情
報
推
進
課

主
事
）
▽
奥
野　

歩
（
健
康
福
祉

課
内
浦
総
合
支
所
準
備
室
主
事
）

▽
清
水
基
善（
農
林
水
産
課
主
事
）

■
保
育
所
長

▽
浅
井
節
子（
ひ
ば
り
保
育
所
長
）

■
主
任
保
育
士

▽
山
本
葉
子
（
上
町
保
育
所
主
任

保
育
士
）

■
保
育
士

▽
廣
田
麻
菜
（
鵜
川
保
育
所
保
育

士
）
▽
川
本
智
栄
（
ひ
ば
り
保
育

所
保
育
士
）

■
技
能
労
務
職

▽
浜
上
他
美
子
（
健
康
福
祉
課
内

浦
総
合
支
所
準
備
室
労
務
職
員
）

▽
横
井
将
大
（
教
育
委
員
会
事
務

局
校
務
員
（
小
木
小
学
校
））
▽

坂
口　

徹
（
教
育
委
員
会
事
務
局

校
務
員
（
能
都
中
学
校
））
▽
高

崎　

浩
（
教
育
委
員
会
事
務
局
校

務
員
（
松
波
中
学
校
））

■
医
療
技
師

▽
松
原
正
明
（
薬
剤
師
長
）
▽
宮

前
好
美
（
主
任
作
業
療
法
士
）
▽

平　

智
子
（
主
任
理
学
療
法
士
）

■
看
護
師

▽
坂
本
ひ
ろ
み
（
総
看
護
師
長
）

▽
栄
田
真
美
子
（
看
護
師
長
）
▽

吉
井
絹
枝
（
看
護
師
長
）
▽
山
岸

洋
子
（
主
任
看
護
師
）
▽
本
谷
美

千
代
（
主
任
看
護
師
）

■
派
遣

▽
池
田
紘
一
（
健
康
福
祉
課
係
長

（
石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣 

））
▽
町
端　

晃
（
ふ

る
さ
と
振
興
課
係
長
（
宮
崎
県
小

林
市
派
遣
））
▽
畔
川
一
樹
（
総

務
課
主
事
（
石
川
県
総
務
部
市
町

支
援
課
派
遣
）） 

■
派
遣
更
新

▽
和
田
哲
也
（
住
民
課
主
幹
（
奥

能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期
間
更

新
））
▽
南
山
寛
幸
（
税
務
課
主

幹
（
奥
能
登
地
区
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
派
遣
期
間
更
新
））

■
人
事
交
流

▽
篠
原
修
治
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

主
査
（
併
任
・
宮
崎
県
小
林
市
期

間
更
新
） ）

■
新
規
採
用

▽
橋
本
奈
積
（
税
務
課
主
事
）
▽

清
水
智
之
（
広
報
情
報
推
進
課
主

事
）
▽
橋
本
舞
花
（
住
民
課
主
事
）

▽
坂
本
賢
太
朗
（
農
林
水
産
課
主

事
）
▽
川
崎
能
希
（
建
設
課
主
事
）

▽
髙
井
紅
音（
上
下
水
道
課
主
事
）

▽
涌
井
香
於
里
（
教
育
委
員
会
事

務
局
主
事
）
▽
権
谷
未
奈
（
し
ら

さ
ぎ
保
育
所
保
育
士
）
▽
海
岸

奈
々
恵（
ひ
ば
り
保
育
所
保
育
士
）

▽
森
川
萌
香
（
柳
田
保
育
所
保
育

士
）
▽
幸
田
恵
理
（
住
民
課
技
能

■
主
幹
級

▽
浜
本　

悟
（
総
務
課
主
幹
）
▽

坂
本
賢
太
郎
（
総
務
課
主
幹
兼
危

機
管
理
室
主
幹
）
▽
山
根
剛
（
総

務
課
庁
舎
建
設
室
主
幹
）
▽
高
戸

直
美
（
鵜
川
支
所
主
幹
）
▽
小
原

信
幸
（
企
画
財
政
課
監
理
室
主
幹

兼
ふ
る
さ
と
振
興
課
地
域
戦
略
推

進
室
主
幹
）
▽
井
下
昭
信
（
広
報

情
報
推
進
課
主
幹
）
▽
北
野
浩
志

（
広
報
情
報
推
進
課
主
幹
）
▽
小

川
直
美
（
住
民
課
主
幹
）
▽
山
本

真
理
子
（
住
民
課
主
幹
）
▽
武
田

英
雄
（
健
康
福
祉
課
内
浦
総
合
支

所
準
備
室
主
幹（
服
務
・
接
遇
リ
ー

ダ
ー
））
▽
山
下
知
美
（
健
康
福

祉
課
内
浦
総
合
支
所
準
備
室
主

幹
）
▽
高
田
映
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー

所
長
））
▽
諸
角
静
香
（
農
林
水

産
課
主
幹
）
▽
谷
上　

豪
（
農
林

水
産
課
主
幹
）
▽
浜
野
隆
佑
（
広

報
情
報
推
進
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
室

主
幹
）
▽
田
中　

洋
（
農
林
水
産

課
柳
田
総
合
支
所
準
備
室
主
幹
）

▽
石
平
哲
巳
（
農
業
委
員
会
事
務

局
主
幹
）
▽
大
平
哲
也
（
建
設
課

主
幹
）
▽
吉
田
源
一
郎
（
ふ
る
さ

と
振
興
課
地
域
戦
略
推
進
室
主

幹
（
定
住
促
進
協
議
会
事
務
局
兼

任
））
▽
山
下
安
子
（
会
計
課
主

幹
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼

総
務
課
庁
舎
建
設
室
主
幹
）
▽
濵

谷
真
由
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局

主
幹
）
▽
大
門
孝
徳
（
教
育
委
員

会
事
務
局
主
幹
兼
ふ
る
さ
と
振
興

課
地
域
戦
略
推
進
室
主
幹
併
任
）

▽
小
島
由
美
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
幹
（
宇
出
津
公
民
館
））
▽

乙
川　

恵
（
教
育
委
員
会
事
務
局

主
幹
（
宇
出
津
公
民
館
））

■
係
長
級

▽
寺
川
和
美
（
議
会
事
務
局
係
長

（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
総
務

課
庁
舎
建
設
室
係
長
併
任
））
▽

職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））

▽
浦
木　

悟
（
住
民
課
技
能
職
員

（
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
））
▽
和

泉
勝
彦
（
公
立
宇
出
津
総
合
病
院

皮
膚
科
医
師
）
▽
石
田
将
路
（
同

内
科
医
師（
併
任
・
石
川
県
職
員
））

▽
塩
谷
昌
大
（
同
内
科
医
師
）
▽

村　

宏
樹
（
同
内
科
医
師
）
▽
中

川
拓
哉
（
同
理
学
療
法
士
）
▽
中

谷
内
奈
保
子
（
同
看
護
師
）
▽
上

野
千
栄
（
同
看
護
師
）
▽
田
中
芽

生
（
同
看
護
師
）
▽
万
代
呂
彩
夏

（
同
看
護
師
）

■
再
任
用
更
新

▽
大
門
康
博
（
住
民
課
担
当
課
長

（
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合
派
遣
期

間
更
新
））
▽
角　

修
一
（
総
務

課
長
補
佐
（
小
木
支
所
長
））
▽

桶
間　

実
（
農
林
水
産
課
長
補
佐

（
水
産
振
興
室
長
））
▽
豆
田　

猛

（
総
務
課
主
幹
（
鵜
川
支
所
長
））

▽
江
端
由
爾
（
住
民
課
主
幹
（
多

目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽

橋
谷
久
司
（
健
康
福
祉
課
内
浦
総

合
支
所
準
備
室
係
長
）
▽
田
代
千

鶴
子
（
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
保
育

士
）
▽
佐
野
静
子
（
し
ら
さ
ぎ
保

育
所
保
育
士
）
▽
北
口
弘
美
（
住

民
課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ

ン
タ
ー
））
▽
舩
山　

茂
（
住
民

課
技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
））
▽
上
田
二
三
夫
（
建
設

課
技
能
職
員
）
▽
藤
田
郁
夫
（
公

立
宇
出
津
総
合
病
院
臨
床
検
査
技

師
）
▽
森
下
裕
美
（
同
看
護
師
）

▽
森　

美
枝
子
（
同
看
護
師
）
▽

井
田
正
子
（
同
看
護
師
）
▽
川
本

球
美
（
同
看
護
補
助
者
）

■
再
任
用

▽
田
代
信
夫
（
町
参
事
（
地
方
創

生
・
地
域
戦
略
担
当
）
兼
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
）
▽
干
場　

勝
（
企

画
財
政
課
主
幹
（
奥
能
登
広
域
圏

事
務
組
合
派
遣
））
▽
佐
藤
美
智

子
（
健
康
福
祉
課
内
浦
総
合
支
所

準
備
室
係
長
）
▽
桜
井　

毅
（
住

民
課
技
能
職
員
（
能
都
埋
立
処
分

場
））
▽
山
口
伸
治
（
教
育
委
員

会
事
務
局
校
務
員
（
柳
田
小
学

校
））
▽
辻
野
久
美
子
（
農
林
水

産
課
柳
田
総
合
支
所
準
備
室
労
務

職
員
）
▽
百
万
晴
治
（
公
立
宇
出

津
総
合
病
院
主
任
薬
剤
師
）
▽
中

瀬
洋
子
（
同
看
護
師
長
）
▽
中
町

律
子
（
同
看
護
師
）
▽
南　

栄
子

（
同
看
護
師
）

■
3
月
31
日
付
退
職
者

▽
田
代
信
夫
（
町
参
事
（
地
方
創

生
・
地
域
戦
略
担
当
）
兼
ふ
る
さ

と
振
興
課
長
兼
地
域
戦
略
推
進
室

長
）
▽
安
宅
義
弘
（
監
理
課
長
）

▽
干
場　

勝
（
税
務
課
長
）
▽
松

田　

毅
（
小
木
支
所
長
）
▽
佐
藤

美
智
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
次

時
長
弘
志
（
総
務
課
係
長
兼
危
機

管
理
室
係
長
）
▽
千
徳　

博
（
総

務
課
秘
書
室
係
長
）
▽
夛
田
利
洋

（
企
画
財
政
課
監
理
室
係
長
）
▽

間
島
由
加
（
企
画
財
政
課
監
理
室

係
長
）
▽
嶋
垣
英
和
（
企
画
財
政

課
監
理
室
係
長
）▽
田
中
嘉
人（
広

報
情
報
推
進
課
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
室

係
長
）
▽
髙
山
智
美
（
住
民
課
係

長
）
▽
小
原
麻
紀
（
健
康
福
祉
課

係
長
）
▽
角
井
奈
保
子
（
健
康
福

祉
課
係
長
）
▽
寅
松
伸
也
（
農
林

水
産
課
水
産
振
興
室
係
長
）
▽
多

賀
千
鶴
子
（
農
林
水
産
課
柳
田
総

合
支
所
準
備
室
係
長
）
▽
河
端
逸

美
（
農
林
水
産
課
柳
田
総
合
支
所

準
備
室
係
長
）
▽
中　

道
紀
（
農

業
委
員
会
事
務
局
係
長
）
▽
藪
下

智
康
（
建
設
課
係
長
）
▽
上
野
住

男
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
係
長
）
▽

綱
屋
栄
次
郎
（
ふ
る
さ
と
振
興
課

地
域
戦
略
室
係
長
（
定
住
促
進
協

議
会
事
務
局
兼
任
））
▽
青
木
優

子
（
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
）

■
主
査
級

▽
朝
川
千
春
（
企
画
財
政
課
主

査
）
▽
槻　

奈
々
（
農
林
水
産
課

柳
田
総
合
支
所
準
備
室
主
査
）
▽

宇
佐
美
拓
也
（
教
育
委
員
会
事
務

局
主
査
（
柳
田
星
の
観
察
館
「
満

天
星
」））

■
主
事
級

平
成
31
年
4
月
1
日
付

人
事
異
動

　

能
登
町
役
場
の
4
月
1
日

付
人
事
異
動
は
3
月
26
日
に

内
示
さ
れ
ま
し
た
。

■
課
長
級

▽
小
畠
忠
浩
（
税
務
課
長
）
▽
寺

下　

昇
（
広
報
情
報
推
進
課
長
兼

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
室
長
）
▽
藤
田
彦

人
（
住
民
課
長
兼
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
大
森
凡
世
（
健
康
福
祉

課
長
兼
内
浦
総
合
支
所
準
備
室
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

▽
五
田
秀
綱
（
農
林
水
産
課
長
兼

柳
田
総
合
支
所
準
備
室
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
併
任
）
▽
兄
後

修
一
（
建
設
課
長
）
▽
真
智
芳
郎

（
上
下
水
道
課
長
） 

▽
大
庭　

毅

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
中
央

図
書
館
長
兼
コ
ン
セ
ー
ル
の
と
施

設
長
）

■
課
長
補
佐
級

▽
向
井
豊
人
（
総
務
課
長
補
佐

（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼
危

機
管
理
室
長
兼
庁
舎
建
設
室
課
長

補
佐
）
▽
諸
角
勝
則
（
企
画
財
政

課
長
補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー

ダ
ー
）
兼
総
務
課
庁
舎
建
設
室
課

長
補
佐
）
▽
今
井
久
幸
（
企
画
財

政
課
監
理
室
長
兼
総
務
課
庁
舎
建

設
室
課
長
補
佐
）▽
中　

敏
和（
税

務
課
長
補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー

ダ
ー
）
兼
総
務
課
庁
舎
建
設
室
課

長
補
佐
）
▽
小
川
勝
則
（
広
報
情

報
推
進
課
長
補
佐
（
服
務
・
接
遇

リ
ー
ダ
ー
）
兼
総
務
課
庁
舎
建
設

室
課
長
補
佐
）
▽
下
野
景
子
（
住

民
課
長
補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー

ダ
ー
）
兼
総
務
課
庁
舎
建
設
室
課

長
補
佐
）
▽
橋
本
直
博
（
住
民
課

長
補
佐（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
蒲
田
政
彦
（
住
民
課
長
補
佐
）

▽
本
谷
広
子
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
西
谷
幸
一
（
健
康
福
祉
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼

総
務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）

▽
辻　

正
幸
（
農
林
水
産
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼

総
務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）

▽
二
又
敏
晴
（
農
林
水
産
課
長
補

佐
）
▽
福
田
す
み
子
（
農
林
水
産

課
柳
田
総
合
支
所
準
備
室
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
））

▽
打
合
い
ず
み
（
建
設
課
長
補
佐

（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼
総

務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）
▽

山
下
栄
治
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長

補
佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）

兼
総
務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補

佐
）
▽
鵜
垣
厚
夫
（
ふ
る
さ
と
振

興
課
地
域
戦
略
推
進
室
長
（
定
住

促
進
協
議
会
事
務
局
長
兼
任
））

▽
垣
内
芳
明
（
上
下
水
道
課
長
補

佐
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）
兼

総
務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補
佐
）

▽
石
﨑
宏
子
（
教
育
委
員
会
事
務

局
次
長
（
服
務
・
接
遇
リ
ー
ダ
ー
）

兼
総
務
課
庁
舎
建
設
室
課
長
補

佐
）
▽
下
野
陽
子
（
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
事
務
局
課
長
補
佐（
服
務
・

接
遇
リ
ー
ダ
ー
））
▽
折
坂
昭
夫
（
同

事
務
局
課
長
補
佐
）

長
）
▽
川
口
裕
子
（
健
康
福
祉
課

主
幹
（
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー

所
長
））
▽
岩
崎
み
ゆ
き
（
ひ
ば

り
保
育
所
所
長
）▽
桜
井　

毅（
住

民
課
技
能
職
員
（
能
都
埋
立
処

分
場
））
▽
山
口
伸
治
（
教
育
委

員
会
事
務
局
校
務
員
（
柳
田
小
学

校
））
▽
辻
野
久
美
子
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
看
護
補
助
者
）
▽

多
賀
史
晃
（
同
皮
膚
科
医
師
）
▽

西
川　

諒
（
同
内
科
医
師
（
併
任
・

石
川
県
職
員
））
▽
山
本
怜
奈
（
同

内
科
医
師
）
▽
杉
山　

絃
（
同
内

科
医
師
）
▽
百
万
晴
治
（
同
薬
剤

師
長
）
▽
中
町
律
子
（
同
総
看
護

師
長
）
▽
桶
谷
幸
子
（
同
副
総
看

護
師
長
）
▽
中
瀬
洋
子
（
同
副
総

看
護
師
長
）
▽
南　

栄
子
（
同
看

護
師
）
▽
伊
東
美
江
（
同
看
護
師
）

■
再
任
用
任
期
満
了

▽
本
谷
敏
博
（
企
画
財
政
課
係

長
（
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣
））
▽
谷
内
裕
幸
（
住
民
課
主

幹
（
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
））
▽

薩
摩
浩
美
（
公
立
宇
出
津
総
合
病

院
主
事
）
▽
安
田
豊
光
（
住
民
課

技
能
職
員
（
多
目
的
交
流
セ
ン

タ
ー
））
▽
滝
川　

豊
（
公
立
宇

出
津
総
合
病
院
名
誉
院
長
兼
外
科

医
長
）
▽
小
森
和
俊
（
同
栄
誉
院

長
兼
消
化
器
科
医
長
）
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有線テレビケーブルを光化に再整備
柳田・内浦地区

今後の再整備工事　　H31 ～：柳田地区（一部）・内浦地区　　※ H23：能都地区整備済

ん
の
海
藻
押
し
葉
の
展
示
は
、
見
た
方
に
驚

き
を
与
え
、
日
本
航
空
学
園
潜
水
部
の
写
真

と
と
も
に
、
能
登
の
里
海
の
魅
力
を
鮮
や
か

に
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
目
玉
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
装
置
「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
」
は
、
小
嶌
不

二
夫
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
ピ
リ
カ
）
に
よ

り
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
て
、
美
し
い
海
を
守
る
、
海
洋

ゴ
ミ
問
題
解
決
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
、
石
川
県
で
も
始
ま
り
ま
す
。

　

２
月
23
日
に
金
沢
海
み
ら
い
図
書
館
で
開

催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
海
洋
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
は
、
県
外
を
含
む
多
く
の
参
加
者
か

ら
「
成
功
」
の
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ラ
ム
報
告
会
」
で
は
、
教
育
の
プ
ロ
に
よ
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
実
践
報
告
が
さ
れ
、
能
登
町

か
ら
は
小
木
小
学
校
の
先
生
方
が
発
表
。
小

杉
直
基
校
長
も
加
わ
り
、
他
校
の
先
生
方
や

来
聴
者
と
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、

非
常
に
充
実
し
た
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
木
小
の
里
海
科
・
里
海
活
動
で
の
、
子

供
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
引
き
出
し
て
い

る
体
験
学
習
、
そ
し
て
地
域
社
会
と
の
連
携

教
育
は
、
会
場
の
全
員
に
感
銘
を
与
え
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

○
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
展
示

　

七
尾
高
校
・
二
水
高
校
の
海
洋
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
発
表
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
石
川
県

水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
や
金
沢
大
学
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
横
一
面

に
展
示
さ
れ
た
小
木
小
学
校
の
ポ
ス
タ
ー
に

は
、
活
き
活
き
と
し
た
表
情
で
学
ぶ
子
供
た

ち
の
写
真
が
、
里
海
で
学
ぶ
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
来
場
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

能
登
で
海
洋
教
育
に
も
携
わ
る
白
井
洋
子
さ

○
大
注
目
・
小
木
小
の
里
海
科

　
「
海
洋
教
育
パ
イ
オ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ

　18 
問能登里海教育研究所☎ 74-1017

第
1
回
い
し
か
わ
海
洋
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ Vol.15

能
登
里
海
教
育
研
究
所

能
登
か
ら
世
界
へ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う 「
里
海
研
」

○
特
別
講
演
会

　

広
島
大
学
の
加
藤
亜
記
先
生
に
よ
る
講
演

会
で
は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
サ
ブ
テ
ー

マ
で
あ
る
「
海
藻
」
に
ち
な
み
、
海
藻
と
環

境
変
動
の
関
係
性
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
海
水
温
の
上
昇
な
ど
に
伴
い
、
生

え
る
海
藻
が
変
化
す
る
こ
と
、
時
に
は
サ
ン

ゴ
に
置
き
換
わ
っ
た
り
、
磯
焼
け
状
態
に
な

る
こ
と
を
、
科
学
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
視
点

で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
態
系
の
変
化

を
、
最
初
か
ら
問
題
と
し
て
見
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
科
学
的
な
視
点
で
知
る
こ
と
は
、

先
生
や
子
供
た
ち
の
「
主
体
的
な
学
び
」
に

つ
な
が
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

○
海
の
学
び
の
価
値
を
知
る

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
水

産
総
合
セ
ン
タ
ー
の
池
森
貴
彦
さ
ん
に
能
登

の
海
藻
を
解
説
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
笹
川
平

和
財
団
海
洋
政
策
研
究
所
の
中
村
修
子
さ
ん

が
ゲ
ス
ト
で
参
加
し
、
海
洋
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

論
議
を
深
め
ま
し
た
。
松
波
中
学
校
の
藤
田

大
介
先
生
、
日
本
航
空
学
園
の
鎌
村
実
先
生

に
よ
る
地
域
の
里
海
を
活
か
し
た
海
洋
教
育

の
紹
介
は
、
現
場
の
教
員
に
よ
る
貴
重
な
発

表
で
、
学
校
の
先
生
方
が
い
か
に
真
剣
に
子

供
た
ち
の
学
び
を
考
え
、
熱
意
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
か
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ

り
ま
し
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
日
本
航
空
学

園
潜
水
部
の
生
徒
も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
若
い
方
々
に
、
進
化
し
て
い
く
海

洋
教
育
を
イ
メ
ー
ジ
い
た
だ
け
る
内
容
に

な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所　

浦
田 

慎
）

多くの人が集まり熱心に耳を傾けた

水中スクータを改良して作
られた調査装置「アルバト
ロス」。まずは調査を行い、
海洋ゴミの実態を把握

来場者の目を引い
たパネル展示コー
ナー

　柳田地区（一部）では、有線テレビ施設の幹線の伝

送路を同軸ケーブルから光ケーブルに張り替え工事。そ

して、加入者宅の光装置の設置工事のご協力に感謝い

たします。

　再整備地区の方で、すでにインターネットに加入され

ている皆さんは、現在の通信速度サービスから新たな

通信速度サービスへの切替が必要になります。速度変更

再整備地区のインターネット加入者の皆さんへ

始まります！50 Ｍサービス
＝ 4 月 10 日～ 6 月 10 日（予定）＝

の申請期間中（４～５月中）に、必ず希望する通信速度

など必要事項をご記入され、変更申請してくださるよう

お願いいたします。加入者には、4 月10 日から 2 か月間

50M サービスを提供します。

　また、宅内工事の際に、お渡しさせていただきました

「個人情報等の同意書」と「インターネット接続に関する

申出書」をまだ未提出の方はご面倒でも役場広報情報

推進課までご提出してくださるようお願いいたします。

※なお、ご不明な点などは広報情報推進課までお問い

合わせください。

その 4

■個人情報等の取扱いについて
　能登町有線テレビ施設の機器等の故障の際

などに、町内の電気業者などがいち早く対応

できるように、加入者の氏名・住所・電話番号

などを業者にお知らせするために必要ですの

で、ご理解をお願いいたします。

インターネット加入者のみ提出
■能登町インターネット接続サービスに関する申出書
　４月からの通信速度を変更する申請期間中にお
ける通信速度 50 Ｍサービスの提供と、インターネッ
トの加入意思確認をするためですの
で、インターネット加入者は必ず提出
をお願いいたします。

プラス

◇ 光化整備のQ＆A
Q　再整備地区でのインターネットサービスの利用料金

について教えてください。

A　４月にお手元に届いた納入通知書の利用料金をお

支払いください。たとえば、3 月まで 10 Ｍサービスの方

が、申請期間中に接続サービス変更申請書を提出されて、

30M を希望された場合でも、平成 31 年度（2019 年度）は、

４月にお手元に届いた納入通知書の 10 Ｍでの利用料金

で６月以降は新サービス（30 Ｍ）での通信速度をご提供

いたします。

Q　再整備地区での４月からのインターネットサービス

の内容を教えてください。

A　すでにインターネットに加入されている方には、広

報情報推進課から「インターネット接続サービス内容変

更申請書（通信速度）」をお送りします。希望速度など

必要事項を記入し、広報情報推進課へご提出ください。

申請期間が終了した６月から希望された速度をサービス

いたします。

すべての世帯が対象です

書類の提出をお忘れなく 問広報情報推進課☎ 76-8301

■ 有線テレビの再開・休止 お手続きはお早めに ■
　4 月 27 日㊏～ 5 月 6 日㊐の大型連休中は有線テレビの再開・休止

の受付はしていません。

　現在、有線テレビを休止中のお宅で帰省等で、テレビを視聴する予

定のある方は、あらかじめ再開手続きをお願いいたします。



下野副町長が講評を行った

能都中学校 キャリア教育発表会

　能都中学校の 2 年生を対象に行われた授業「キャリ
ア教育」の成果報告会が 2 月 27 日、役場能都庁舎で開
かれました。能登町の可能性に気づき、将来も町に住
む選択肢を子どもたちに持ってもらうことを目標とし
た町の取り組みで、授業で生徒らは 20 年後の能登町で
はどのようなビジネスが生まれるか考えてきました。
　この日は学校で選抜された 4 グループが発表。漁業デー
タの販売や伝統料理教室などの案が紹介されました。

上乘トシ子さん、間島久子さん

正8年3月生まれ 健康長寿100歳
　3 月 3 日、崎山の上乘トシ子さんが 100
歳を迎え、介護のデイサービスで利用して
いるケアホームいるか乃里で持木町長から
祝い状と在宅長寿祝い金を受け取りました。
　好きな食べ物は魚で、テレビは時代劇。
上乘さんにはお子さん１人とお孫さんが 3
人います。この日はお嫁さんやお孫さん夫
婦、施設の利用者からお祝いを受け「こん
なに生きるとは夢のよう」と笑顔で話しま
した。

　宇出津の間島久子さんが 3 月 12 日に
100 歳の誕生日を迎えました。
　甘いものが好きな間島さんは 5 人家族で、
娘さん夫婦とお孫さんが 2 人います。金沢
市出身で、宇出津に嫁いで来てからは和裁
教室を開き、多くの生徒を育て上げました。
入所するケアホームいるか乃里では童謡な
どを良く歌い楽しく過ごしています。
　持木町長がお祝いに訪れ長寿祝い状と花
束を手渡しました。

住民や報道関係者約 20 人が参加。発表会では協議会の活動報告も行われた

能登九十九湾振興協議会 発表会

第3回のと未来会議 マスコットが登場し人権の大切さを楽しみながら知ってもらう

松波こども園 こども人権教室

　輪島人権擁護委員協議会能登部会による「子ども人
権教室」が 2 月 21 日、松波こども園で開催されました。
　教室では　いじめをテーマとした人権紙芝居が披露
されたほか、人権マスコットの「あゆみちゃん」や「ま
もるくん」と歌や踊りでふれあい、相手を思いやる心
の大切さについて学びました。
　また、人権擁護委員から全園児に啓発グッズが贈ら
れ、代表の園児 2 人が受け取りました。

　2030 年の能登町について住民と行政が共に学び考
える「のと未来会議」が 3 月 3 日、コンセールのとで
行われました。３回目の今回は、「能登町に飛び出し
た大学生から考える能登の未来」をテーマに開催。平
成 29 年度と 30 年度に町内でフィールドワークを実施
した 6 つの大学の学生が活動成果を報告し、その後大
学生や参加者が能登の未来についてテーマごとに分か
れ、意見を交わしました。

　九十九湾周辺地域の振興活動に取り組んでいる能登
九十九湾振興協議会は 2 月 28 日、小木地区活性化セ
ンターで地域資源を活用した体験プログラムや新商品
の発表会を行いました。発表では、蓬莱島を調査する
ツアーや、船凍イカを使った新商品など全 5 点を紹介。
協議会の林生一郎代表は「埋もれていた地域資源を持
続的なビジネスとして生かす取り組みをし、元気な町
を作っていきたい」と話しました。

大

 来のビジネスを考えました未

域を盛り上げる5本の矢地

 手思う心を育む相

 の未来を一緒に考えよう町

　能登町生涯学習振興大会は 2 月 24 日、役場能都庁
舎で開催されました。町社会教育功労者表彰式があり、
公民館活動や地域文化継承に貢献した 2 人と 1 団体が
表彰されました。公民館事業では、瑞穂公民館が地区
の由来と文化財の伝承活動について、高倉公民館が縄
文時代の生活体験教室について発表しました。

 能登町生涯学習振興大会

ながりと生きがいは学びからつ

災害時身を守る方法について天気予報士・防災士の蓬莱大介さんが講演

　子どもの食体験を考える「子ども食育ワークショッ

プ」が３月３日、コンセールのとで行われました。親子

や関係者ら約 200 人が参加。食の大切さを伝える映画

の上映会やワークショップが行われました。

　参加者からは「子供の成長には食べ物や食べ方が重要

だと思った」「なかなか実践できなかったが、できるこ

とから取り組みたい」などの感想が聞かれました。

 い成長は良い食事から
子ども食育ワークショップ良

20 21_NOTO＋2019.04

保育関係者や保護者らが参加し食育の取り組みについて意見交換学生の発表に対し参加者からも意見が述べられ議論が深まった

・町社会教育功労者表彰受賞者（敬称略）

　辻野祐二、澤木くみ子、鵜川エトワール

花
束
を
受
け
取
り
笑
み
を
浮
か
べ
る
間
島
さ
ん

持
木
町
長
か
ら
長
寿
祝
い
状
が
手
渡
さ
れ
た



まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATION

22

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

23_NOTO＋2019.04

受付時間

休 館 日

料 金

問うみとさかなの科学館☎ 62-4655

※工作教室は小学生以上対象です。未就学児は保護者が
付き添いの上、一緒に一つの工作を作ってください。
都合により、内容が一部変更することもあります。

午前 9 時 30 分～ 11 時 /
　　　午後 1 時～ 3 時 30 分
毎週月曜日

無料（入館料・材料費とも）

月の教室
うみとさかなの科学館４

ニ
ュ
ー
ス

い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

能
登
高
が
2
年
連
続
最
優
秀
賞

代表して表彰状を受けた潟渕さん

お
知
ら
せ

延
長
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
週
木
曜
日
は
6
時
半
ま
で

　

県
視
聴
覚
教
育
協
議
会
が
行
う
平
成
30
年

度
い
し
か
わ
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
教

材
部
門
で
、
能
登
高
校
の
作
品
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
は
昨
年
に
続
き
2

回
目
で
す
。
3
月
２
日
に
県
本
多
の
森
庁
舎

で
表
彰
式
が
あ
り
、
3
年
生
の
潟
渕
智
生
さ

ん
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

町
は
能
登
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て
、
地
域
創
造
科
で
テ
レ
ビ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
よ
る
映
像
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
受
賞
作
は
授
業
で
作
ら
れ
た
作
品
の

一
つ
で
、
学
校
の
魅
力
を
紹
介
す
る
内
容
で

す
。
生
徒
た
ち
は
金
融
機
関
や
役
場
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
実
施
し
、
映
像
制
作
を
通
じ
て

地
域
で
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

町
が
発
送
す
る

文
書
の
元
号
表
記
に
つ
い
て

　

町
で
作
成
す
る
文
書
等
に
お
け
る
日
付
の

表
示
は
、
和
暦
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
５
月
１
日
の
新
天
皇
御
即
位
に
伴
う
改
元

を
控
え
、
新
た
な
元
号
を
定
め
る
政
令
の
通

知
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
（
平
成
31
年
４
月

30
日
ま
で
）
に
町
が
発
送
し
た
文
書
で
、「
平

成
」
と
表
示
し
て
い
る
文
書
は
、
有
効
な
も

の
と
し
て
取
り
扱
い
、
改
元
を
理
由
と
し
た

文
書
の
再
発
行
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

問
総
務
課
☎
（
62
）
８
５
１
０

※29 日㊊は開館

海藻コースター
こいのぼり

コイにふれてみよう！

ヒラメ やサザエ、アワビ
の子どもが大集合！

＆

★ＧＷの企画展★

4 月 27 日㊏～ 5 月 6 日㊊

午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分

無料  です！

開催期間

展示時間

　大きなコイとふれあうことができるほか、サザ
エなどを間近で見ることができます。ぜひお越し
ください。

募
集

広
い
視
野
と
実
践
力
を
習
得

中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

　

能
登
町
中
学
生
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
町
の
中
学
生
を
海
外
に
派

遣
し
、
体
験
学
習
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ

て
、
異
文
化
を
理
解
し
、
広
い
視
野
と
実
践

力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
事
業
で
す
。
今
年
度
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

研
修
地　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

（
ブ
リ
ス
ベ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
）

日
程　

7
月
24
日
㊌
～
8
月
2
日
㊎
10
日
間

（
機
内
1
泊
）※
日
程
が
前
後
す
る
場
合
あ
り
。

募
集
人
員　

定
員
13
人

　

※
引
率
者
が
2
人
同
行
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

①
町
に
在
住
す
る
中
学
生
で
あ
る
こ
と

　

②
健
康
で
規
律
あ
る
団
体
生
活
が
で
き
る

　

生
徒
で
あ
る
こ
と

　

③
事
前
・
事
後
の
研
修
に
必
ず
参
加
で
き

　

る
こ
と

個
人
負
担　

参
加
負
担
金
15
万
円

　

※
通
貨
レ
ー
ト
、
日
程
の
変
更
な
ど
で
増

減
す
る
場
合
あ
り
。
旅
券
取
得
費
、
海
外
旅

行
傷
害
保
険
等
の
費
用
が
別
途
必
要
で
す
。

応
募
期
限　

4
月
18
日
㊍

　

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
追
加
で
募
集

申
し
込
み　

各
中
学
校
に
あ
る
応
募
用
紙

を
、
所
属
中
学
校
に
提
出

　
　

問
町
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
実
行
委
員

　
　
　

会
事
務
局
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

☎
（
72
）
２
５
０
９

募
集

能
登
町
奨
学
生

　

平
成
31
年
度
能
登
町
奨
学
金
貸
与
を
受
け

る
生
徒
・
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
書
類

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
与
区
分
と
金
額
（
月
額
）

　

・
高
校
…
２
０
，
０
０
０
円

　

・
短
大
、
高
専
…
２
５
，
０
０
０
円

　

・
大
学
…
３
０
，
０
０
０
円

貸
与
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
す
人
。

①
本
町
に
現
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
す

る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
。

②
次
の
い
ず
れ
か
に
在
学
し
、
品
行
方
正
、

学
術
優
秀
お
よ
び
身
体
強
健
で
あ
る
こ
と
。

　

・
高
等
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

　
　

を
含
む
）

　

・
高
等
専
門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校
の
修

　
　

業
年
限
が
２
年
以
上
の
高
等
科
も
し
く

　
　

は
専
門
課
程

　

・
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）

③
学
費
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

④
同
一
世
帯
も
し
く
は
、
２
親
等
以
内
の
親

族
に
町
税
等
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
こ
と
。

受
付
期
間　

4
月
10
日
㊌
～
26
日
㊎

提
出
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
、
役
場
各
庁

舎
窓
口

問
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
（
72
）
２
５
０
９

ニ
ュ
ー
ス

出
場
選
手
を
激
励

全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

3
月
18
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
全
国
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の

激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
能
登
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
小
原
萌
々
子
・
宮
下
日
香
莉
ペ
ア
、

影
田
永
遠
・
境
谷
健
太
郎
ペ
ア
、
竹
口
陽
菜

さ
ん
の
5
人
が
出
場
し
ま
す
。

　

式
で
は
選
手
が
「
ペ
ア
と
共
に
頑
張
り
た

い
」「
一
回
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
全
力
で

プ
レ
ー
し
た
い
」
な
ど
と
決
意
を
述
べ
、
持

木
町
長
が
「
大
会
で
は
相
手
よ
り
、
ま
ず
は

自
分
に
勝
つ
と
い
う
思
い
で
プ
レ
ー
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

大会での意気込みを語るメンバー

　

労
働
基
準
監
督
官
は
労
働
条
件
の
向
上
や

労
働
者
の
安
全
・
健
康
の
確
保
を
図
る
国
家

公
務
員
で
す
。
厚
生
労
働
省
ま
た
は
全
国
各

地
の
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
で
勤
務
し

ま
す
。

受
験
資
格　
・
平
成
元
年
4
月
2
日
～
平
成

10
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
10
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、
次

に
掲
げ
る
者

　

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
２
０
２
０
年

　

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

お
知
ら
せ

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

　

役
場
能
都
庁
舎
で
は
毎
週
木
曜
日
に
午
後

６
時
半
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま

す
。（
木
曜
日
が
祝
日
や
年
末
年
始
に
あ
た

る
場
合
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。）

　

平
日
の
日
中
に
役
場
窓
口
で
手
続
き
が
で

き
な
い
方
は
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
事
前
予
約
い
た

だ
け
れ
ば
、
柳
田
・
内
浦
庁
舎
で
も
受
付
い

た
し
ま
す
。

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等
の

　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
数

①
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）
約
２
０
０
人

②
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）
約
60
人

受
付
期
間　

3
月
29
日
㊎
～
4
月
10
日
㊌

申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.
jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

※
4
月
10
日
㊌
ま
で
に
デ
ー
タ
受
信
し
た
も

の
に
限
り
受
付

第
1
次
試
験　

6
月
9
日
㊐

第
2
次
試
験　

7
月
16
日
㊋
～
18
日
㊍

（
1
次
試
験
合
格
者
に
指
定
日
を
通
知
）

試
験
地　

第
1
次
…
金
沢
市
ほ
か
全
国
18
カ

所
、
第
2
次
…
名
古
屋
市
ほ
か
全
国
10
カ
所

　

問
石
川
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

☎
０
７
６
（
２
６
５
）
４
４
２
０

　4 月27 日㊏～5 月6 日㊊の期間中、「ガラス玉編み込み工作」
は都合により中止させていただきます。ご了承願います。

おことわり
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続☆星のささやき

☆プラネタリウムの裏側ツアー

　通常は見ることができないドームの
裏側や、プラネタリウムの機器類を間
近に見ながら動きやその仕組みを学ぶ
体験ツアー。簡単な工作もあります。
　開催日　4 月 14 日㊐
　時間　14:00 ～ 14:45
　場所　星の観察館「満天星」
　料金　高校生以上 500 円、小中学
　　　　 生 300 円
　定員　10 人（要予約）

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

春の王者「しし座」 満天星へのお誘い

　春を代表する星座と言えば「しし座」です。星占いの星座なので、
名前はおなじみですね。古代バビロニアで誕生した古い星座のひと
つです。ギリシャ神話では、ネメアの谷に住むライオンで、勇者ヘ
ラクレスに退治されました。
　4 月中旬の午後 8 時頃には、南の空高くに上っています。目印は
ライオンの心臓に当たる「レグルス」という一等星です。その意味
は「小さな王様」。ほぼ黄道上に位置するため、重要な星とされて
きたのでしょう。
　しっぽに当たる２等星は「デネボラ」です。この星と、うしかい
座の「アークトゥルス」、
おとめ座の「スピカ」を結
ぶ三角形が「春の大三角」
で、春の星空の目印になり
ます。
  春の初めに東から上った
ライオンの星座は、夏前に
は頭を下にして、西の地面
に隠れていきます。 プラネタリウムで撮影

☆大型連休も開館します！

　4 月 26 日㊎から 5 月 8 日㊌まで休
まず開館します。
※プラネタリウムの開始時刻などは、
電話やホームページでご確認ください。

◆ごみ収集・受け入れについて ○…受け入れ　×…休業

問住民課（環境）☎ 62-8507

申込先・詳しくは問のと海洋ふれあいセンター☎ 74-1919、FAX74-1920、E-mail：nmci@notomarine.jp

　ヤドカリの仲間を採集

し、殻の交換をする様子な

ども観察します。

磯でヤドカリをつかまえよう！
定員　20 人　※事前にお申し込みください。

対象　特に制限はありません。小学校低学年以下

の方は保護者同伴でお願いします。

場所　のと海洋ふれあいセンター海の自然体験

館、磯の観察路

持ち物　動きやすい服装、着替え・長靴など

費用　無料（ただし高校生以上は入館料 200 円

が必要です）

日程　4 月 20 日㊏
13:30 ～ 15:30

のと海洋ふれあいセンターのプログラム

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
期
限
ま
で
に

　

２
０
１
９
年
４
月
分
～
２
０
２
０
年
3

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
４
１
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

募
集

学
校
生
活
の
費
用
を
助
成

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
費
用
の
負
担
が
大
き

い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
学
校
生
活
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。

　

申
請
に
は
、
学
校
長
の
意
見
書
が
必
要
で
す

の
で
、
在
籍
し
て
い
る
小
中
学
校
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
学
校
に
あ
り
ま
す
。

　

※
児
童
生
徒
の
世
帯
構
成
や
所
得
状
況
等

に
よ
り
認
定
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

問
教
育
委
員
会
事
務
局

☎ （
72
）
２
５
０
９

ニ
ュ
ー
ス

一
年
の
集
大
成
を

「
な
ご
み
」
水
泳
教
室
発
表
会

強い蹴り出しに大きくあがる水しぶき

　

能
登
七
見
健
康
福
祉
の
郷
「
な
ご
み
」
の

小
学
生
水
泳
教
室
発
表
会
が
3
月
3
日
、
同

施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
1
年
生
か
ら
6
年
生
、
33
人

が
発
表
。
保
護
者
ら
が
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
☎
（
62
）
8
５
０
０

お
知
ら
せ

春
こ
そ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
で
本
人
確

認
書
類
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
勤
務
先
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
必
要
な
機
会
も

徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

写
真
付
き
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
と
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
提

示
し
た
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
の
ほ
か
、

転
入
転
出
時
の
住
民
票
の
異
動
な
ど
、
様
々

な
場
面
で
ち
ょ
っ
と
し
た
便
利
さ
を
経
験
す

募
集

「
幸
せ
」へ
そ
っ
と
後
押
し

縁
結
び
支
援
員
募
集

　

能
登
町
縁
結
び
隊
は
、
結
婚
を
望
む
独
身

者
の
婚
活
を
支
援
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め
、
支
援
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
条
件　

①
能
登
町
縁
結
び
隊
活
動
に
賛
同
す
る
人

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日
常
活
動
で
き
る
人

応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
お
よ
び
簡
単
な
志
望
の
動
機
を
記
載
し
、

縁
結
び
隊
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

4
月
26
日
㊎
必
着

そ
の
他　

必
要
に
応
じ
て
面
談
を
行
い
ま

す
。
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

　
　
　

問
町
縁
結
び
隊
事
務
局

（
住
民
課
内
）
☎
（
62
）
８
５
０
０

見
守
る
な
か
自
由
形
や
背
泳
ぎ
な
ど
の
種
目

を
児
童
ら
は
力
強
く
泳
ぎ
、
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
新
規
発
行
は
無
料
。
申
請
後
、

カ
ー
ド
が
で
き
る
ま
で
に
約
1
か
月
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
準
備
は
お
早
め
に
。
申
請
は

と
て
も
簡
単
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
☎
（
62
）
8
５
０
０

お
知
ら
せ

開
閉
栓
の
申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

４
月
27
日
㊏
～
５
月
６
日
㊊
の
大
型
連
休
中

は
水
道
の
開
・
閉
栓
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
水
道
を
閉
栓
さ
れ
て
い
る
お
宅
を
帰

省
等
で
使
わ
れ
る
予
定
が
あ
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
開
閉
栓
手
続
き
を
お
済
ま
せ
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
☎
（
72
）
２
５
０
７

お
知
ら
せ

年
金
相
談
開
催

　

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
相
談

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
年
金
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
金
に
つ
い
て
日
ご
ろ
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

ご
予
約
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
17
日
㊌
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所　

役
場
能
都
庁
舎　

1
階
福
祉
相
談
室

予
約･

問
い
合
わ
せ
先

　

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

大型連休の

大型連休のごみ収集・受入について

◆能登三郷斎場の受け付けについて

受付時間
4 月 5 月

27 ㊏ 28 ㊐ 29 ㊊・㊗ 30 ㊋ 1 ㊌・㊗ 2 ㊍ 3 ㊎・㊗ 4 ㊏・㊗ 5 ㊐・㊗ 6 ㊊ 7 ㊋

ごみ収集 ごみ ･ 資源収集カレンダーのとおり（8:30 までに出してください）

奥能登クリーンセンター 8:30 ～16:30 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
平常

どおり
能都埋立処分場 8:30 ～16:30 ○ × × × × ○ × × × ×

のとクリーンサービス
（し尿くみ取り） 8:30 ～17:00 × × × × × × × × × ×

能登三郷斎場は大型連休中も平常どおり受け付けします。
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
2月15日～3月14日

件名　　 場所 担当課 契約額 落札者
平成 30 年度　冷房設備対応臨時特例交付金事業　能登町
立柳田小学校　普通教室空調設備設置工事 柳田 教育委員

会事務局 53,362,800 円 ㈱三百苅管工

平成 30 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道上町 12
号線（永太郎橋）　橋梁補修工事 上町 建設課 26,924,400 円 北能産業㈱

平成 30 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道 1 級布
浦松波 1 号線　道路改良工事 松波 建設課 17,604,000 円 ㈱西中建設

平成 30 年度　社会資本整備総合交付金事業　町道 1 級神
和住柳田 1 号線　災害防除工事 柳田 建設課 13,338,000 円 ㈱モアグリーン

平成 30 年度　地方創生道整備推進交付金事業　町道 2 級
柳田 1 号線　道路改良工事 柳田 建設課 10,098,000 円 北能産業㈱

ニ
ュ
ー
ス

親
し
ま
れ
る
跡
地
利
用
を

検
討
委
員
会
が
答
申
書
を
提
出

　

来
年
１
月
に
役
場
新
庁
舎
が
開
庁
す
る
こ

と
に
伴
い
役
目
を
終
え
る
現
役
場
庁
舎
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、「
役
場
跡
地
利
活
用
検

討
委
員
会
」に
よ
り
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
意
見
や
、
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
昨

年
7
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
会
議
を
開
催
し

検
討
。
答
申
書
で
は
、
現
庁
舎
の
場
所
は
町

の
象
徴
的
な
意
味
を
も
つ
場
所
で
あ
る
と

し
、
利
活
用
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
建
物

を
解
体
し
た
う
え
で
「
人
々
が
集
ま
り
交
流

で
き
る
、
安
心
し
て
憩
え
る
、
町
の
振
興
に

資
す
る
場
所
」
と
す
る
こ
と
を
町
へ
求
め
て

い
ま
す
。

　

3
月
11
日
、
役
場
能
都
庁
舎
で
武
田
公
子 武田委員長（金沢大学教授）が答申書を手渡した

委
員
長
か
ら
答
申
書
を
受
け
た
持
木
町
長

は
、
委
員
に
感
謝
を
述
べ
「
答
申
書
の
内
容

を
よ
く
理
解
し
、
よ
り
地
域
の
皆
様
に
親
し

ま
れ
る
夢
の
あ
る
計
画
を
立
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

・地域資源活用ビジネス支援事業

補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
①地域資源等を活用した特産品開発・販路開拓
　（地域ブランドの創出・支援）
②地域資源等を活用した観光地・魅力拡大（観
　光地づくり）
補助金額
　補助対象経費の 2/3 以内・最大 50 万円

・地域資源活用ビジネス可能性調査支援事業

補助対象者
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
補助対象事業
　地域資源等を活用した新技術・新商品開発に
向けた可能性調査
補助金額
　・最大 20 万円（補助対象経費の 10/10 以内）

公募期間

4 月 12 日㊎～
5 月 13 日㊊まで        

◆産業育成・
活性化支援事業

　地域資源を活用した事業や、独自性の高いア
イデアでの新しいビジネス展開を支援します。

　多様な宿泊ニーズに対応し、町の魅力を高め
ようとする取組（宿泊施設の改修などの設備投
資）に要する経費の一部を補助します。

補助対象者
　町内でホテル営業、旅館営業、簡易宿所営業

（民宿、ペンション、ユースホステルに限る）
を営む者。
補助対象経費
①施設改修費
建物と一体となった建築工事・改装等

②備品購入費　※備品類は原則補助対象外。た
だし、事業で使うベッド、イス、テーブル、喫
煙集塵脱臭機、食器洗い器、洗濯機は対象。
補助金額
　補助対象経費の 1/2・1 施設最大 300 万円（他
補助金との重複は不可）
対象期間
　平成 32 年（2020 年）度まで（対象年度内に
工事着手または備品購入するもの）
その他
　工事契約や備品購入契約は町内の事業者・店
舗と行うこと。

（例）入浴施設整備、ボイラーや温泉用モーター、
ろ過装置等の設備改修、トイレ洋式化、洗面所
や厨房等のリニューアル、喫煙所空間整備、照
明 LED 工事、外壁改修、看板（英語・中国語表
記必須）、客室改装、昇降機、LAN 設備、Wifi 環
境整備など

◆民間宿泊施設
魅力向上支援事業

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
4
月
15
日
㊊
ま
で

■
対
象
住
宅

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
１
号
棟
１
１
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，7
０
０
円
～
２
３
，３
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
０
０
０
円
）

・
１
号
棟
１
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，２
０
０
円
～
２
８
，６
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
４
，
２
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
１
１
号
、２
２
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※

２
２
１
号
は
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，7
０
０
円
～
２
３
，４
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
2
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
３
２
号
、２
３
４
号
、２
３
５
号
、

３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，３
０
０
円
～
２
８
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
４
，
４
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

姫
団
地　

姫
3
丁
目
36
番
地

・
1
号
棟
１
０
７
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
2
５
，０
０
０
円

さ
く
ら
団
地　

柳
田
龍
部
14
番
地

・
５
号
棟
２
番
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
３
０
，０
０
０
円

■
入
居
可
能
日
…
５
月
１
日
㊌

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内

桜
木
…
１
５
８
，
０
０
０
円
（
裁
量
世
帯

２
５
９
，
０
０
０
円
）
以
下

姫･

さ
く
ら
…
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上

⑤
入
居
者
全
員
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
し
込
み
者

が
60
歳
以
上
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も

が
60
歳
以
上
、
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
」「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

事
故
住
宅
…
住
戸
内
等
に
お
い
て
人
身
事
故

の
発
生
し
た
住
宅
や
、
孤
独
死
で
発
見
が
遅

れ
た
等
の
住
宅
で
す
。
入
居
さ
れ
る
ま
で
に

は
補
修
を
行
い
、
使
用
に
お
い
て
は
他
の
住

宅
と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
原

因
等
に
つ
い
て
は
記
載
以
外
の
こ
と
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
居
後
、
事
故
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
他
の
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
充
分
ご
理
解
の

上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４

日
時　

4
月
20
日
㊏
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時

場
所　

石
川
県
警
察
本
部

参
加
対
象
者　

警
察
官
を
志
望
す
る
高
校

生
、
大
学
生
や
志
望
者
の
家
族
な
ど

内
容　

業
務
説
明
、
採
用
試
験
案
内
、
施
設
・

車
両
見
学
、
各
部
門
ブ
ー
ス
見
学
、
若
手
警

察
官
と
の
懇
談
な
ど

申
し
込
み
方
法　

電
話
や
県
警
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
メ
ー
ル
※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

問
県
警
本
部
警
務
課
人
事
係

☎
０
１
２
０
（
３
６
９
）
４
９
８

平
成
30
年
度
石
川
県
警
察
官
募
集

区
分　

警
察
官
Ａ
、
女
性
警
察
官
Ａ

受
験
資
格　

・
昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

・
大
学
卒
ま
た
は
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に

大
学
卒
業
見
込
み
の
者

試
験
公
告
日　

5
月
15
日
㊌

受
付
期
間　

5
月
22
日
㊌
～
6
月
14
日
㊎

試
験
日
程　
（
第
一
次
試
験
）
筆
記
…
７
月

14
日
㊐
、
体
力
…
7
月
20
日
㊏
（
第
二
次
試

験
）　

8
月
下
旬

・
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
、
実
施
方
法

等
は
試
験
公
告
日
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
願
書

の
交
付
も
試
験
公
告
日
よ
り
前
に
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
願
書
の
交
付
は
珠
洲
署
の
ほ
か
、
能
登
庁

舎
や
各
駐
在
所
で
も
行
い
ま
す
。

問
珠
洲
警
察
署
警
務
課
（
82
）
０
１
１
０

お
知
ら
せ

県
警
就
職
説
明
会
・
募
集
内
容

問企画財政課監理室
☎62-8504
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　飼い主には、法律により犬の登録が義務づけられています。町内を巡回し、

犬の登録事務と狂犬病予防接種をしますので、最寄りの会場で受けてください。

　  注射会場に持参するもの
登録済みの犬

・案内はがき…4 月上旬に送付しますので、押
印してお持ちください。

・注射代金…1 頭につき 3,100 円
新規登録の犬

・登録料…1 頭につき 3,000 円　・印鑑
・注射料金…1 頭につき 3,100 円
その他

・多少天候が悪くても実施します。時間厳守で
お集まりください。

・犬の健康状態が良くない場合は、注射前に受
付係員に申し出てください。

・お釣りがでないようにご協力ください。

　  犬の登録について
登録条件
　生後 91 日以後の犬が対象です。
登録内容
　飼い主の住所・氏名、犬の種類・名前・生年
月日など。登録内容に変更があったときも届出
が必要です。

日　程 時　間 会　場

 4 月

11 日㊍

09:30 ～ 09:50 町立高倉公民館前
10:00 ～ 10:20 旧九十九湾小木駅駐車場
10:30 ～ 10:50 町立白丸公民館前
11:00 ～ 11:15 秋吉あまめはぎ公園
11:25 ～ 11:40 町立不動寺公民館前
13:20 ～ 13:30 町立小間生公民館前
13:45 ～ 13:55 寺五地区生活改善センター前
14:00 ～ 14:15 おおぞら農協旧斉和支所前

12 日㊎

09:20 ～ 09:25 宮地生活改善センター前
09:40 ～ 09:55 旧瑞穂小・中学校前
10:05 ～ 10:20 町立鵜川公民館前
10:30 ～ 10:40 町立三波公民館前
10:50 ～ 11:05 藤波集会所前
11:15 ～ 11:35 上野喜八商店旧藤波給油所前
11:50 ～ 12:00 おおぞら農協旧神野事業所前
13:30 ～ 13:45 町立上町公民館前

13:55 ～ 14:05 町立柳田野球場・ゲートボー
ル場 駐車場

14:20 ～ 14:25 町立岩井戸公民館前

14 日㊐

09:30 ～ 09:50 柳田体育館前
10:10 ～ 10:50 役場内浦庁舎前
11:10 ～ 11:30 役場小木支所前
13:00 ～ 14:00 役場能都庁舎前

　  巡回日程表

　   の登録・犬 　　　     予防注射狂犬病 狂犬病予防は
飼い主の義務です

のと里山空港 4 月のイベント
■ 14 日㊐のっぴーグラスづくり
　4 月のデザイン　「のっぴーのお花見」
時間　10:00～12:00、13:00～15:00
場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　　　※一家族 1 個程度、小学生以下優先、限定　
　　　50 個。参加料無料です。 「のっぴーのお花見」▶

■ 28 日㊐おらが故郷お国自慢ー羽咋市ー
時間　15:00
場所　空港 2 階ロビー

フリマ＆クラフトマーケット
出店者大募集

5 月 3 日・4 日・5 日 のと里山空港ゴールデンウィークイベント

のとキリシマツツジフェスティバル！ ＆ 子どもフェスティバル
5 日は

　　　　　    のとキリシマツツジ
ジャンボかるたとり大会

参加者募集！

　フェスティバルのイベントとして、「のとキリシマツツ
ジ」にまつわるジャンボかるたとり大会を開催。たくさん
絵札をゲットしてのとキリシマツツジ博士を目指せ！

・日時　5 月 5 日㊐ 12:00 ～ 13:00
・場所　のと里山空港芝生広場（雨天は建物内）
・参加資格　小学生限定。学年、性別、住所不問。
・定員　30 人程度。先着順　
＊詳しくはのと里山空港ホームページにて

　5 月 3 日～ 5 日にかけて開かれるイベ
ントでフリーマーケットを実施。出展区
画を従来より増やして、クラフトマーケ
ットも同時開催します。
＊出店規則など詳細はのと里山空港ホー
ムページでお知らせします。

のと里山空港ホームページ
…https://www.noto-airport.jp/

の
と
里
山
空
港
利
用
促
進
同
盟
会

申請回数が拡大！ますますお得に

助成金額…1 人あたり 3,000 円
・旅行者は往復便ともに同便である必要があります。
・町の助成制度との併用はできますが、のと里山空港利
用促進同盟会の他の助成制度との併用はできません。

・平成 30 年度に入会された方も 4 月 1 日以降に会員
期間が残っていれば追加で 2 回申請可能です。

利用条件
①能登地区住民で同一世帯である
②ウイングネットワーク個人会員である
③助成は同一世帯につき年度内 4 回まで

問のと里山空港利用促進同盟会
☎ 0768-26-2366

　能登―羽田便を往復利用した 2 人以上の家族旅行
者への助成制度「ファミリー能登羽田便利用旅行助成
金」。4 月 1 日からファミリー助成の申請回数が会員
期間中 2 回から 4 回に拡大されます。

ファミリー能登羽田便利用旅行助成金
のと里山空港 

ウイング ･ ネットワーク 

　会員になると助成金やお得な特典が
受けられます。詳しくは同盟会まで。
年会費：1,000 円
有効期限：入会日から 1 年間

会員
募集中

　就職したとき
　会社の健康保険証が交付される場合は、国民健康保険
脱退の手続きが必要です。
手続きに必要なもの
　・印鑑　・会社から交付された健康保険証
　・お手持ちの国保保険証
この届出が遅れると…
　国保税と会社の保険料を二重に支払ってしまうことに
なります。
　新しい保険証の交付が遅れ、手元に保険証がない場合
は、医療機関の窓口に相談してください。

　退職したとき

　会社の健康保険証が切れる場合は、国民健康保険へ
の加入手続きが必要です。
手続きに必要なもの
　・印鑑　・会社の健康保険の喪失証明書
この届出が遅れると…
　保険に加入していないため、医療機関での支払いが
全額自己負担になってしまうことがあります。国保の
資格はいつ届け出しても、前の健康保険の資格が失わ
れた日までさかのぼります。国保税もさかのぼって請
求されますので、早めに届け出るようにしましょう。

この春、就職・退職されたみなさん

 国民健康保険の手続きをお忘れなく！

問健康福祉課☎ 72-2503

健康福祉課または各庁舎窓口、小木・鵜川支所
手続き場所

　4 月中旬から 5 月中旬まで、能登町、輪島市、珠洲市、
穴水町の 74 箇所と志賀町土田の郷で、のとキリシマツ
ツジがある個人の庭などが公開されます。花の見頃は 7
日～ 10 日間と短いですが、満開になると遠くからも存
在がわかるほどに深紅に色づく花びらが特徴的です。

場所 ･ 開花情報　※毎週 2 回更新
「うぇるかむ奥能登」ホームページや、道の駅など

で配布しているパンフレットでご確認ください。

のとキリシマツツジオープンガーデン2019 百聞は一見にしかず。
　「能登の天花」と称される姿を見に来ませんか

問県奥能登総合事務所企画振興課☎ 0768-26-2303

問住民課（環境）☎ 62-8507
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能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

スタッフ一丸で学びをサポート

　能登町の皆様はじめまして、まちなか鳳雛塾の新た
なスタッフとして着任した蓮池祐太です。輪島市出身
で、今年の３月に立命館大学理工学部数理科学科を卒
業しました。中学生の時から教師になりたいという夢
があり、能登高校魅力化プロジェクトへの参加を通し
将来の教師になるためのスキルアップもできればと考
えています。
　小学３年生のときから剣道を続けており、現在は全
日本剣道連盟四段を取得しています。そのため、「礼
で始まり礼に終わる」という剣道で大切な精神などを

生徒に伝えていきたいと思います。
　正直、今の自分で何ができるかはわかりませんが、
少しでも能登町に貢献できるように尽力していきます
ので、よろしくお願いいたします。

新スタッフ就任のごあいさつ

受講対象者 月 火 水 木 金 土
全学年 16:00 ～ 22:00　自律学習開放

14:00 ～
22:00

自律
学習開放

高校生

中学 3 年生

中学 1･2 年生

小学4～6年生

19:30～21:00
一斉演習日※①

19:30～21:00
一斉演習日※①

４月のまちなか鳳雛塾スケジュール

問まちなか鳳雛塾　 （ひかり電話のため局番が「84」です。）
　☎ 0768-84-5282　　受付時間　㊊～㊎の 16:00 ～ 22:00

宇出津
総合病院

ENEOS

宇
出
津

  

小
学
校

コ
ン
セ
ー
ルのと

まちなか
鳳雛塾

↓役場

↑柳田

鳳寿荘↑

まちなか鳳雛塾には
駐車場がありません

塾生の保護者や入塾を考えてい
る方は、随時見学可能です。
お気軽にご相談ください。

https://hosujuku.wixsite.com/machinaka
まちなか鳳雛塾で検索 !!

充実したスタッフ陣が子どもたちの学び
を強力にサポート

16:00～22:00 16:00～22:00 16:00～22:00 16:00～22:00 16:00～22:00

19:30～21:00
一斉演習日※①

19:30～21:00
一斉演習日※①

16:30～18:00
一斉演習日※②

16:30～18:00
一斉演習日※②

4 月から開塾時間・時間割が変わります
※①…中学生の一斉演習日は、中３クラス・中１・２クラスに分け、開講日を週１日か
　　　ら週２日（中３：㊋・㊎、中１・２：㊊・㊍）に変更します
※②…小学生の一斉演習日は、開講日を週１日から週２日（㊊・㊌）に変更します。

■開塾時間…月～金曜16:00～22:00、土曜14:00～22:00（日・祝は閉塾）
■毎月29～31日は一斉演習を原則休講。自律学習開放は行っています。

■塾生であれば、開塾時間中はいつでも自習することができます。
■小中学生は各クラスごとに定員あり。定員になり次第募集を停
止します。

能登高校を応援する会は

　・生徒の学習環境の整備

　・クラブ活動の支援

　・学校の存続発展に関する支援

　・生徒募集の推進に関する支援

　など、地域の高校を支援する団体です。

能登高校を応援する会  会員募集

年会費　個人会員　2,000 円～、団体・企業会員　5,000 円～

申し込み・問い合わせ

　能登町役場・支所の窓口および地域戦略推進室、または能登

高等学校事務室まで直接お申し込みください。

問ふるさと振興課地域戦略推進室☎ 62-8512

　能登高等学校☎ 62-0544

地域の学校「能登高」をあなたの手で支えてください

地域と家庭を守る知識を学ぶ
第 14 回能登町女性防火の集い

　2 月 24 日、能登消防署内浦分署で第 14 回能登町女性防火の集いが行われ、女
性防火クラブや内浦健康クラブのメンバーら 50
人が参加しました。
　地域ぐるみの自主防災体制の確立を目的に開
催されており、参加者は、能登消防署職員によ
る小型動力ポンプなどの説明や住宅用火災警
報器を題材とした寸劇を通し防火思想への理解
を深めました。

消防精神も新たに
小間生分団消防ポンプ自動車入魂式

　小間生分団の消防ポンプ自動車が更
新され、3 月 2 日、小間生公民館で入
魂式が行われました。
　15 年使用し老朽化したポンプ車にか
わるもので、関係者ら約 70 人が参列し、
車両の安全を祈願。最新機能を備えた
ポンプ車は、吸水管巻取り装置装置や

小型動力ポンプの操作方法を確認

　平成 30 年度から始まった「能
登町消防団員自動車運転免許取
得費補助金」を活用し、6 人の
団員が準中型自動車運転免許を
取得しました。
　補助金は、団員が災害現場へ

より迅速に出動できるようにす
ることを目的に、消防ポンプ
自動車が運転できる自動車運
転免許（準中型 7.5トン）取
得者を増やすもので、今後も
継続して行われます。topic

能登町消防団員
自動車運転免許取得費補助金

問町消防団本部（能登消防署）
☎ 76-0085

安
全
を
願
い
お
祓は

ら

い

　書道パフォーマンスの頂点を決める
「書道パフォーマンス甲子園」に出場す
る能登高校書道部では、現在、予選に
向けた作品作りに取り組んでいます。
　部で考えた今年の題材は「奇跡」。力
強く伸びのある筆さばきで、立場や年代
の異なる観客がさまざまな角度から自由
に考え、共感できる作品を目指します。
　また、今回募金で購入した大筆を初
めて使います。部員らは「立派な筆。新
しい筆で書くことができて身が引き締ま

る」と感謝を述べ「うまく使いこなせる
よう練習したい」と話しました。

操作部を覆うアルミシャッターなどが付
いており、ポンプは毎分 2600 Ｌ放水
できる性能があります。

「ありがとう」の感謝を胸に
全国の舞台への挑戦

募金で購入すること
ができた大筆 2 本

184,947 円
◇寄せられた応援

集まる期待。県内のテレビ
局から取材を受けた（2 月）

組織改編のご案内
　4 月 1 日から行政改革の一環
から、監理課を廃止し、企画財
政課に監理室を新たに設置しま
した。
　また、広報情報推進課にＣＡ
ＴＶ放送室、農林水産課に水産
振興室、柳田総合支所準備室、
健康福祉課に内浦総合支所準備
室を設置します。
　電話番号などは次のとおりです。

【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　議会事務局☎62-8540
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　　監理室☎62-8504
　税務課☎62-8505
　住民課☎62-8500
　　(環境)☎62-8507
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　農林水産課☎76-8300
　　　　　　☎76-8302
　水産振興室☎76-8303
　柳田総合支所準備室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　　ＣＡＴＶ放送室
　　　　　　☎76-8301
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課☎72-2500
　  （介護保険）☎72-2502
　  （福祉医療）☎72-2503
　  （健康推進）☎72-2504
　  （児童福祉）☎72-2512
　　包括支援センター
　　　　　　☎72-2513
　　内浦総合支所準備室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509



ふれあい保育
月の４ 親子で保育所での生活を楽しく体験、見学でき

ます。各保育所に申し込み後ご参加ください。

公立保育所（認定こども園） 日時 内容

しらさぎ保育所 4 日㊍ 10:30~11:20
おもちゃで遊ぼう

鵜川保育所 9 日㊋ 10:30~11:20

柳田保育所 11 日㊍ 10:00~11:00 親子であそぼう

上町保育所 16 日㊋ 10:15~11:00
おもちゃで遊ぼう

ひばり保育所 18 日㊍ 10:00~11:00

◆開館時間9:15～17:00

◆休館日  月・日曜日、祝日

★：未就園児の親子対象

10 日㊌ 17:00　太鼓教室（小学生以上対象、要申込）

18 日㊍ 10:30　★ベビーノーム

おやこ café  ～ママたちの語らいの場～

　　　　　　　（参加費400円：スイーツ飲み物代、要申し込み、定

　　　　　　　員 10 組、託児無し）

24 日㊌ 16:00　みんなであそぼうデー　おにごっこ

　　（持ち物 : 水筒・汗拭きタオル、小学生以上対象、要申し込み）

26 日㊎ 10:30　★身体計測＆はじめましてのつどい

　　　　　　  （持ち物 : 母子手帳）

まつなみキッズセンター　☎72-0269
◆開館時間10:00～18:00　◆休館日  日・月曜日

03 日㊌ 14:00　おはなしボランティアひまわり※松波公民館合同

　　　　　　   「おはなし会とかんたんおやつ作り」

10 日㊌ 15:30　さくらミニお茶会

13 日㊏ 14:00　第 1 回ふるさと探検隊「松波川めぐり」

17 日㊌ 15:30　あっぷるたいむ「なかよしレクリエーション♪」

20 日㊏ 14:00　おはなしボランティアひまわり

「こどもみらいセンターだより」
「まつなみキッズセンターだより」は HP でチェック !!

　両センターの催しの詳細は能登町のホーム
ページからご覧いただけます。

こどもみらいセンター▼

▲まつなみキッズセンター

中央図書館の新刊

暮らしに必要なものは、
自分で決めていい。　
一田憲子／著 

ほどなく、お別れです
長月天音／著
　大学生の美空は、葬儀場でア
ルバイトをしている。葬祭ディ
レクターの漆原は、美空の “ あ
る能力 ” に目を付け、担当する
葬儀を手伝うよう命じる。読ん
だ人すべての心を温かく包み込
む “ お葬式小説 ”

図書館へおいでよ図書館へおいでよ

利用案内　
中央図書館（☎ 62-8520「コンセールのと」内）
　開館時間　9:00 ～ 18:00（土・日曜日は 17:00 まで）
　休館日　月曜、祝日　
　館内整理休館　4 月 24 日㊌
柳田教養文化館（☎ 76-1585）
　開館時間　10:30 ～ 18:30
　休館日　日曜、祝日

能登町立図書館　OPAC 検索

インターネット蔵書検索
http://lib.town.noto.lg.jp/WebOpac/webopac/index.do

・天命　岩井三四二／著    

・赤い雪　甲斐さやか／著 

・漫画ひりひり　風カオル／著   

・また明日、君の隣にいたかった　鞠坂小鞠／著

・離乳食は作らなくてもいいんです。　工藤紀子／著

・俳句でつかう季語の植物図鑑　編集委員会／編

・かんたんパソコン〈入門〉　丹羽信夫／著

・こどもにスマホをもたせたら
デボラ・ハイトナー／著

　衣・食・住、この道具さえあ
れば快適、便利！「暮らしのお
へそ」編集ディレクターのイチ
ダさんが使って本当によかった
大人の暮らしの必需品をご紹介。

中央図書館の行事
・加夢加夢おはなし会　4 月 13 日㊏ 10:30
・あゆみ読書会　4 月 17 日㊌ 13:30

4 月の開館カレンダー
　　　　…休館日　　　　　…館内整理休館
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地域のことを学びたい方必見！こどもみらいセンター
☎62-1503（域内☎65-1503）

（4 月 1 日～ 5 月 11 日）

中央図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

柳田教養文化館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

■ 郷土史しらべ方教室 ■ 大人気！雑誌リサイクル市
　保管期間が切れた雑誌を無料でお譲りします。お
一人 1 日 5 冊まで、無くなり次第終了します。
日時　5 月 3 日㊎・㊗　9:00 ～
場所　中央図書館入口前

■ 開催！「特別」開館
　大型連休に伴い開館します。ぜひご利用ください。
日時　5 月 3 日㊎・㊗～ 5 日㊐・㊗　9:00 ～ 17:00
※大型連休の休館日は本ページ下の「開館カレンダー」をご覧く
ださい。

　図書館の本を活用してもっと地域のことを
調べてみませんか？
日時　4 月 20 日㊏ 14:00 ～ 15:30
場所　コンセールのと   2 階会議室 1・2
講師　町教育委員会事務局
　　　学芸員　寺口  学
受講料　無料（定員なし） 

イメージキャラクター
ノームちゃん ノームくん

輪
島
市

珠
洲
市

穴
水
町

○ TSUKEMEN LIVE 2019
日時　5月25日㊏ 18:00 開演（17:30 開場）
場所　ラポルトすず　大ホール
入場料　全席指定 4,000 円
　W ヴァイオリン＆ピアノによる 3 人組
ユニット。国内外を魅了してきたアンサン
ブル演奏をお見逃しなく！！

問ラポルトすず☎ 82-8200

・能登町は「とも旗祭り」をご案内

○曳山祭
日時・場所　4 月 5 日㊎住吉神社（鳳至町）
　　　　　  4 月 6 日㊏重蔵神社（河井町）
　豪華に飾られた総輪島塗の山車が輪島
の街に春を告げます。5 日は住吉神社、
6 日は重蔵神社の巡行で、子どもたちが
参加する午後からが見ものです。

○花見だよ！in 能登さくら駅
日時　4 月 7 日㊐ 10:00 ～ 15:00
場所　能登さくら駅（のと鉄道・能登鹿島駅）
　桜咲き誇る能登さくら駅で、太鼓や歌
謡ショーをお楽しみください。なお、会
場駐車場に限りがありますので、のと鉄
道をご利用ください。

問観光交流推進室☎ 0768-52-3790
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乳児健診
日　時　4 月 16 日㊋　　受付　12:30 ～ 12:45
対　象　平成 30 年 12 月 1 日～平成 31 年 1 月 7 日生
場　所　役場能都庁舎　1 階集会室
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、バスタオル一枚

7 日㊐ 14 日㊐ 21 日㊐ 28 日㊐ 29 日㊊・㊗ 30 日㊋
たくだ皮膚科 

☎ (0768)23-4335
輪島市宅田町

山岸医院 

☎ (0768)42-1565
輪島市門前町

永井医院 

☎ (0768)22-0032
輪島市鳳至町

まるおかクリニック 

☎ (0768)52-8228 
穴水町川島

まるおかクリニック 

☎ (0768)52-8228 
穴水町川島

桶本眼科医院 

☎ (0768)22-4056 
輪島市釜屋谷町

持木メディカルクリニック 

☎ 62-1210 
能登町宇出津

大貫眼科医院 

☎ 82-0017 
珠洲市上戸町

千間内科クリニック 

☎ 62-1001
能登町宇出津

なかたに医院 

☎ 82-8333
珠洲市上戸町

持木メディカルクリニック 

☎ 62-1210 
能登町宇出津

あいずみクリニック 

☎ 82-0002 
珠洲市飯田町

3歳児健診
日　時　4 月 9 日㊋　　受　付　12:30 ～ 12:45
対　象　平成 28 年 2 月 1 日～ 3 月 15 日生
場　所　役場能都庁舎　4 階大集会場
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票、採尿容器

能登北部医師会
4月から大型連休の 休日当番医 【受付時間】午前 9 時～正午  ※都合により当番医が変更になる

場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

5 月 1 日㊌・㊗ 2 日㊍ 3 日㊎・㊗ 4 日㊏・㊗ 5 日㊐・㊗ 6 日㊊
舩木クリニック 

☎ (0768)23-0866 
輪島市釜屋谷町

大和医院 

☎ (0768)43-1323 
輪島市門前町

まるおかクリニック 

☎ (0768)52-8228 
穴水町川島

まるおかクリニック 

☎ (0768)52-8228 
穴水町川島

北川内科クリニック 

☎ (0768)52-3555
穴水町大町

嘉門内科クリニック 

☎ (0768)22-6776 
輪島市杉平町

はしもとクリニック 

☎ 62-8300 
能登町崎山

みちした内科クリニック 

☎ 82-0877
珠洲市飯田町

小木クリニック 

☎ 74-1711 
能登町小木

小西医院 

☎ 82-6800 
珠洲市正院町

升谷医院 

☎ 72-1151 
能登町松波

大貫眼科医院 

☎ 82-0017 
珠洲市上戸町

当番医　／　日
4 月 5 月

27 日㊏ 28 日㊐ 29 日㊊・㊗ 30 日㊋ 1 日㊌・㊗ 2 日㊍ 3 日㊎・㊗ 4 日㊏・㊗ 5 日㊐・㊗ 6 日㊊
公立宇出津総合病院 

☎ 62-1311 救急 救急 救急 救急 救急

市立輪島病院 
☎ 0768-22-2222 救急 救急 救急 救急 救急

珠洲市総合病院 
☎ 82-1181 救急 救急 救急 救急

まるおかクリニック 
☎ 0768-52-8228 午前中 救急 救急 救急 救急

　　　　 小児科救急当番医
4 月からの長い休み中に、小さなお子さんが安心して過ごせるよう、小児科救急当番医を実施します。
救急診療時間は午前 9 時～正午まで。受診の場合、事前連絡が必要です。

大型連休中の 

◎この他、医療機関によって、診療できる日があります。受診の場合、事前連絡が必要です。　　  

・柳田温泉病院　4 月 27 日㊏・30 日㊋、5 月 2 日㊍午前 9 時～正午　・千間内科クリニック　4 月 27 日㊏午前 9 時～正午

・持木メディカルクリニック　4 月 27 日㊏、30 日㊋午前 9 時～午後 1 時　・はしもとクリニック　4 月 27 日㊏午前 9 時～正午

・小木クリニック　4 月 27 日㊏午前 9 時～正午、5 月 3 日㊎午後 1 時～午後 5 時　 ・生垣医院　4 月 27 日㊏午前 9 時～正午

・升谷医院　4 月 27 日㊏午前 9 時～正午、5 月 3 日㊎・４日㊏・6 日㊊午前 9 時～午後 5 時まで

麻しん風しん（第 2 期）   予防接種対象者に案内を送付します
　平成 31 年度麻しん風しん予防接種対象となる人に
案内を送ります。次の予防接種対象者で案内が届か
ない場合は、健康福祉課予防接種係までご連絡くだ
さい。

麻しん風しん予防接種案内対象者
〇保育所・こども園の年長児

（平成 25 年 4 月 2 日～
平成 26 年 4 月1日生）

マイ保育園に登録しませんか？ 　4 月から町内全ての認定こども園で「マイ保育園」
が利用可能になりました。妊娠期からおおむね 3 歳ま
での未就園児がいる子育て家庭が対象。登録者は、一
時保育（半日 3 回・無料）、育児相談、育児体験など
の支援を受けることができます。
　詳しくは､ 各認定こども園または健康福祉課までお
問合せください｡                       問健康福祉課☎ 72-2512

・しらさぎ保育所☎ 62-0304
・鵜川保育所☎ 67-1623
・上町保育所☎ 76-0136

・ひばり保育所☎ 62-1502
・柳田保育所☎ 76-0154
・小木こども園☎ 74-1107
・松波こども園☎ 72-1157

○町内の認定こども園

能登町介護保険

所得の少ない方の保険料額が軽減されます
　所得の少ない減額賦課対象がこれまで第 1

段階に相当する方のみでしたが、今回の消費

税引き上げに伴い、低所得者に対する軽減強

化の観点により、平成 31 年度から第 3 段階に

相当する方まで拡充される事になりました。

　平成 31 年度の保険料額は以下の表のとおりで

す。※これまで第 1 段階の方は基準額× 0.05 分

が軽減されていました。

　なお、平成 31 年度の保険料確定通知は 7 月

中に発送予定です。

平成 30 年度 平成 31 年度

所得段階 所得状況と対象者 月額保険料 月額保険料 平成 30 年度と
比べた月軽減額

第１段階

生活保護の受給者及び世帯全員が
住民税非課税で老齢福祉年金を受
けている人または前年の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が
80 万円以下の人

2,610 円
（基準額× 0.45）

↘
軽減措置

2,175 円
（基準額× 0.375）

435 円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が 80 万円超 120 万円以下
の人

4,350 円
（基準額× 0.75）

↘
軽減措置

3,625 円
（基準額× 0.625）

725 円

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が 120 万円超の人

4,350 円
（基準額× 0.75）

↘
軽減措置

4,205 円
（基準額× 0.725）

145 円

第４段階
世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人は住民税非課税で、
前年の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が 80 万円以下の人

5,220 円
（基準額× 0.90）

→
軽減措置無し

5,220 円
（基準額× 0.90）

0 円

第５段階
世帯の誰かに住民税が課税されて
いるが、本人は住民税非課税で、
第 4 段階に該当しない人

5,800 円
（基準額）

→
軽減措置無し

5,800 円
（基準額）

0 円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 120 万円未満の人

6,960 円
（基準額× 1.20）

→
軽減措置無し

6,960 円
（基準額× 1.20）

0 円

第７段階
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 120 万円以上 200 万
円未満の人

7,540 円
（基準額× 1.30）

→
軽減措置無し

7,540 円
（基準額× 1.30）

0 円

第８段階
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 200 万円以上 300 万
円未満の人

8,700 円
（基準額× 1.50）

→
軽減措置無し

8,700 円
（基準額× 1.50）

0 円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が 300 万円以上の人

9,860 円
（基準額× 1.70）

→
軽減措置無し

9,860 円
（基準額× 1.70）

0 円

（単位：円）

問健康福祉課（介護保険）☎ 72-2502
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☎ 62-1311　http://www.hospitalnet.jp/

（（

道
下
秀
司
さ
ん
（
鴨　

川
）
10
万
円

白
丸
公
民
館 

公
民
館
ま
つ
り
実
行

委
員
会　
　
　
　

４
２
，
２
８
５
円

 広報のと有料広告募集中
 この大きさは「1 号広告」（縦45㍉、横88㍉）です。

 1 号広告月額　町内 8,000 円、町外 10,000 円

掲載は申込希望月の 2 カ月前までの申込が必要
です。（例：5 月号掲載の場合は、3 月末まで）

問広報情報推進課☎ 76-8301
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（前月比）

◉人口・世帯数 3 月 1 日現在

人口（人） 17,288 － 55

男 8,198  － 17

女 9,090 － 38

世帯数（戸） 7,582 － 22
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診療科 月 火 水 木 金 備考
内科 ※◎ ※◎ ※◎ ※◎ 〇 午後診察は再診予約者または初診のみ
循環器科 〇
外科・消化器科 〇 〇 〇 〇 〇
心臓血管外科 〇 ※〇 第 2・第 4 ㊎診察
産婦人科 ※〇 第１・第３・第５㊋診察
整形外科 〇 〇 〇 〇 〇

耳鼻咽喉科 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ・午後診察時間 14:00 ～ 16:30、受付 16:00 まで 
・㊎は 9:30 から診察開始

小児科 ◎ ◎ ◎ ◎ 午後診察時間 14:00 ～ 16:30
小児外科 ◎ 午後診察時間 14:00 ～ 16:30

眼科 ※◎ 〇 〇 ※◎ ※〇 ・午後診察は第 2･ 第 3 ㊊、第 4 ㊍　※㊎午後の診察は要確認
・診察受付 15:30 まで

神経科精神科 〇
泌尿器科 〇 〇 〇
皮膚科 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 午後診察時間 14:00 ～ 15:30
脳神経外科 〇
検診科 〇 〇 〇 〇 〇
禁煙外来 ◇ ◇ ◇ ◇ 午後診察時間 14:00 ～ 16:00、完全予約制

■診察日のご案内 （4 月 1 日現在） 〇午前のみの診察日　◎午後もある診察日　◇午後のみの診察日

■ 4 月から医師が変更になります
眼科
・受付時間（午前診療）
　…平日はすべて 12 時まで
・午後診療を実施
　…４月の午後診療日：8 日㊊、15 日㊊、19 日㊎、
　25 日㊍　※受付時間は 15 時 30 分まで
耳鼻咽喉科　

・ 金曜日のみ診療開始時間…9 時 30 分から

■診療時間変更　

4 月 5 月

27 日㊏ 28 日㊐ 29 日㊊・㊗ 30 日㊋ 1 日㊌・㊗ 2 日㊍ 3 日㊎・㊗ 4 日㊏・㊗ 5 日㊐・㊗ 6 日㊊

救急診療 救急診療
小児科当番医

救急診療
小児科当番医 救急診療 救急診療

神経科精神科 救急診療 救急診療
小児科当番医

救急診療
小児科当番医 救急診療 救急診療

■ 4 月からの医師変更　

・糖尿病・内分泌外来
　4 月の診療日：8 日㊊、22 日㊊

･ 糖尿病教室
　4 月～ 5 月は開催しません。※ 6 月から再開予定

神経科精神科（5 月 1 日㊌）の診療を除き、4 月 27 日㊏～ 5 月 6 日㊊は
休診します。※救急の場合はいつでも受付します。■大型連休中の外来

診療科 平成 30 年度 平成 31 年度（4 月 1 日～）

内科
  西川　諒 石田将路　
山本怜奈 塩谷昌大
杉山　絃 村　宏樹

皮膚科 多賀史晃 和泉勝彦

耳鼻咽喉科 第１・第 3 ㊎午前は
非常勤医師が診療

毎週㊎午前は
非常勤医師が診療

心臓血管外科 四方裕夫 教授（非常勤） 坂本　滋 教授（非常勤）
脳神経外科 玉井翔（非常勤） 木村亮堅（非常勤）

　4 月 1 日から町外の方で時間外診療を受診さ
れる際は、5,000 円の預かり金が必要となり
ます。預かり金は後日総合窓口で精算します。

■時間外診療では預かり金が必要です

今月の納期　5月7日火
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
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都
市
計
画
）税
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県
民
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康
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険
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険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4月 全
期

１
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期
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保安官だよ

　　　問能登海上保安署☎ 74-8118
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巡視艇「はまゆき」を一般公開！

　今年１月に就役した七尾海上保安部
所属の巡視艇「はまゆき」の一般公開

（船内見学）を行います。入場無料。
皆様のご来場お待ちしています。
日時　4 月 20 日㊏ 14:00 ～ 15:30
場所　宇出津新港（能登高校前）

問能登海上保安署☎ 74-8118

福祉・介護のしごと出張相談　

　石川県福祉の仕事マッチングサ
ポートセンターは、ハローワーク能
登で、福祉の仕事や資格取得、職場
体験などの相談に応じます。
日時　4 月 16 日㊋ 13:30 ～ 15:00
場所　ハローワーク能登
※他のハローワークでも、別の日時
で出張相談を開設しています。
問石川県福祉の仕事マッチングサ
ポートセンター（福サポいしかわ）
☎ 076-234-1151

「心のバリアフリー作品展」開催

　毎年 4 月 2 日は「世界自閉症啓
発デー」　、4 月２日～ 4 月 8 日は「発
達障害啓発週間」です。
　自閉症および発達障害児者の絵画
や書道などの「心のバリアフリー作
品展」を開催します。作品展を通じ
て自閉症や発達障害についての個々

の特性や障害を理解するきっかけに
しませんか。
場所　のと里山空港 2 階　ＰＲコー
ナー（輪島市三井町洲衛 10-11-1）
期間　4 月 2 日㊋～ 4 月 8 日㊊まで
問能登北部保健福祉センター健康推
進課☎ 0768-22-2011

油絵に挑戦しませんか　　　　

　能登広域勤労青少年ホームでは、
油絵講座を開講します。
実施日
全 10 回（すべて㊎）

・題材：静物・風景
2019 年…5 月 31 日、6 月 14 日、6
月 28 日、7 月 12 日、7 月 26 日、8
月 23 日、9 月 13 日、9 月 27 日、
10 月 11 日

・まとめ、合評　10 月 25 日
申し込み　5 月 10 日㊎までに
　　　能登広域勤労青少年ホームへ
問能登広域勤労青少年ホーム

（遠島山公園内）☎ 62-3755

電柱にカラスの巣を見つけたら

　これから
の 季 節 は、
カ ラ ス が
巣作りを始
める時期で
す。電柱や鉄塔の上の巣が停電の原
因になることがありますので、発見
次第巣を撤去し、電気の安定供給を
図っています。電柱や鉄塔の上にカ
ラスの巣を見つけたら、北陸電力ま
でご連絡ください。
問北陸電力ネットワークサービスセ
ンター☎ 0120-83-7119

お
ま

わ
りさんだよ

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

有料広告

行政相談　問総務課☎ 62-8510
日 時間 場所 行政相談委員

10 日㊌ 13:30 ～ 15:30 内浦庁舎 宮谷内相談委員

16 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘 廣橋相談委員

相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する問い
合わせなどに応じます。

心配ごと相談　問町社会福祉協議会☎ 72-2322
日 時間 場所

10 日㊌ 13:30 ～ 15:30 内浦庁舎

9 日㊋・23 日㊋ 10:00 ～ 12:00 笹ゆり荘

11 日㊍ 10:00 ～ 12:00 能都社会福祉会館

22 日㊊ 13:30 ～ 15:30 小木活性化センター

25 日㊍ 10:00 ～ 12:00 鵜川公民館

相談内容　日常生活の困りごとや悩みなどにお応えします。

こころの健康相談（要予約）　問能登北部保健福祉センター☎0768-22-2011
相談名・内容 日時 場所・問い合わせ先

家庭や職場、学校におけるここ
ろ（精神）の不安や悩みに専門
医が応じます。

※保健師や相談員による相談
平日 8:30 ～ 17:45

（珠洲地域センターは 17:15 まで）

12 日㊎
19 日㊎

14:00 ～ 16:00

能登北部保健福祉センター 
輪島市鳳至町畠田 102-4
☎ 0768-22-2011
※予約は開催日の前日、午
前まで

法律相談　問金沢弁護士会☎ 076-221-0242 相談前日午後 5 時までに要予約
日 時間 場所 予約・相談料

26日㊎  13:30
～ 16:00 役場能都庁舎 予約制、無料（30 分以内）。

先着 5 名まで予約順に時間が決まります。

なんでも相談「カナリア」（電話相談）　
日 時間 相談電話番号

毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00 ☎ 76-2874 ※㊗は休み

相談内容　親子・夫婦・家族問題や日常生活の悩み、ＤＶなどに電話で相談
に応じます。

提供  墨田川造船株式会社

万が一の事故に備えて救命胴衣は確
実に着用しましょう。
また、救命胴衣は正しく着用するこ
とが大切です。

以下の事項を徹底し事故を防ぎましょう

気象の変化に注意して、天候が悪く
なりそうな場合は、早めの帰航判断
を心がけましょう。

操業中は漁に夢中になりがちです。
常時見張りを徹底し、周囲の状況や
他船の動向を把握しましょう！
夜間や早朝は特に注意が必要です。

救命胴衣の確実な着用！

気象の把握！

見張りの徹底！

能登町において
漁船の海難事故が発生しています！

ＳＴＯＰ漁船海難

の協力をお願いするものです。

　2 月 19 日に鵜川地区の江川商店
さんへ、鵜川駐在所員および鵜川地
区防犯委員から「子ども 110 番の家」
の看板を交付しました。
　「子どもが助けを求めてきた際の
保護や警察への通報」などをお願い
しました。

「子ども 110 番の家」
　子どもたちが、登
下校時や公園・広場
な ど で 不 審 者 か ら、

「 声 掛 け・ 痴 漢・ つ
きまとい行為」など
の被害を受けた時の
緊 急 避 難 場 所 と し
て、「 民 家・ 商 店・
事業所等」で通常在
宅（所）している皆
さんに、

110 番通報など

子どもの保護
（警察官が到着するまで）

「子ども 110 番の家」委嘱式


